
　利根町商工会女性部主催による「とねまちひな飾り」が２月
20 日（土）から柳田國男記念公苑において開催されました。今
回で９回目の開催となり、全室に色鮮やかなひな飾りが展示さ
れ、大勢の来苑者を迎えました。

町制施行60周年

◎主な内容
・町の話題��������������� 16～17Ｐ・軽自動車税の税率（年額）が変わります����５Ｐ

・地域の在宅医療・介護を支える仕組みづくり�� 6～7Ｐ
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旧
東
文
間
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
６
月

に
本
協
議
会
を
設
立
後
、
文
部
科
学
省
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
利
活
用
希
望

事
業
者
の
募
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

旧
東
文
間
小
学
校
跡
地
は
、
市
街
化
調
整
区
域
に
立
地
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
誘
致
で
き
る
事
業
に
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
に
工
場
や
会
社
の
研
修
所
な
ど
民
間
企
業
か
ら
活
用
提
案
が

あ
っ
た
も
の
の
、
市
街
化
調
整
区
域
で
は
利
用
で
き
な
い
な
ど
の
理

由
か
ら
実
現
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
市
街
化
調
整
区
域
で
の
立
地
が
可
能
な
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
に
活
用
提
案
の
あ
っ
た
適
合
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
や
介
護
付
有

料
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
校
舎
の
改
修
費
や
土
地
建
物
の
譲
渡

価
格
等
で
事
業
者
の
資
金
調
達
面
や
不
採
算
性
と
い
っ
た
問
題
に
よ

り
成
約
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
26
年
11
月
10
日
か
ら
同
年
12
月
19
日
ま
で
利
活
用

希
望
者
の
再
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
「
株
式
会
社
き
ず
な
農
場
」
か

ら
農
業
を
中
心
に
生
産
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
一
貫
し
た
経
営
を
行

う
６
次
産
業
化
に
よ
る
拠
点
施
設
と
し
て
の
活
用
提
案
が
あ
り
、
本

協
議
会
に
諮
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
６
月
に
、
旧
利
根

中
学
校
、
旧
布
川
小
学
校
、
旧

東
文
間
小
学
校
お
よ
び
立
木
地

内
6.3 

㏊
の
町
有
地
の
利
活
用
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ

た
本
協
議
会
は
、
対
象
と
な
る

学
校
跡
地
お
よ
び
町
有
地
の
活

用
が
す
べ
て
決
定
し
，
協
議
会

設
立
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
こ

と
か
ら
１
月
８
日
を
も
っ
て
解

散
し
ま
し
た
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
財
政
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
２
８
）

　

旧
東
文
間
小
学
校
の
校
舎
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
お
よ
び
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
活
用
し
、
健
康
増
進
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
キ
ク
イ
モ
や
甘
草

な
ど
の
機
能
性
植
物
の
栽
培
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
機
能
性
植
物
や
地

元
産
の
お
米
を
特
殊
な
粉
砕
加
工
技
術
に
よ
る
パ
ウ
ダ
ー
加
工
を
行

い
、
付
加
価
値
の
高
い
製
品
の
製
造
・
販
売
を
行
う
。

○
事
業
の
具
体
的
内
容

　

第
１
期
（
平
成
27
年
度
～
）

　
　

・
体
育
館
を
活
用
。
農
林
水
産
物
一
次
加
工
場
に
お
け
る
加
工

品
の
生
産
お
よ
び
商
品
開
発

　

第
２
期
（
平
成
28
年
度
～
）

　
　

・
校
舎
を
活
用
。
植
物
工
場
に
お
け
る
農
作
物
の
生
産
、
一
次

加
工
お
よ
び
商
品
開
発

　
　

・
校
庭
を
活
用
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
に
よ
る
植
物
の
栽
培

・
町
の
財
源
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と

・
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

・
市
街
化
調
整
区
域
の
立
地
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

・
学
校
跡
地
の
校
舎
お
よ
び
付
属
施
設
を
一
括
し
て
活
用
す
る
こ
と

・
当
施
設
お
よ
び
そ
の
他
の
事
業
で
雇
用
が
期
待
で
き
る
こ
と

　
「
利
根
町
土
地
利
活
用
推
進
協
議
会
」
が
１
月
８
日（
金
）
に
開
催

さ
れ
、
旧
東
文
間
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ

れ
「
株
式
会
社
き
ず
な
農
場
」
が
行
う
６
次
産
業
拠
点
施
設
と
し
て

の
活
用
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
同
社
か
ら
事
業
提
案

に
つ
い
て
の
説
明
後
、
質
疑
応
答
を
行
い
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

活
用
に
至
る
ま
で
の
経
緯

提
案
内
容
を
承
認
し
た
理
由

協
議
会
を
解
散

株
式
会
社
き
ず
な
農
場
か
ら
の
提
案
内
容

○
利
根
町
土
地
利
活
用
推
進
協
議
会
か
ら
の
最
終
報
告

６
次
産
業
化
の
拠
点
施
設
で
の
活
用

を
承
認
（
旧
東
文
間
小
学
校
跡
地
）

△

あ
い
さ
つ
を
す
る
小
島
会
長
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１．猶予制度の概要
　従来については納税者、または生計を一にする親族が病気またはけが、災害に遭われた場合などに、納税者
等の申請をもとに納税を猶予する⑴「徴収の猶予」と、事業の継続、または生活の維持を困難にするおそれが
ある場合などに町長が職権により納税を猶予する⑵「（職権による）換価の猶予」の制度がありました。
　今回⑵に当てはまる場合で、納税者等の申請をもとに納税を猶予する⑶「申請による換価の猶予」制度が新
設されました。

※ 1「著しい損失を受けた」とは、申請前の１年間において、その前年の利益の額の２分の１を超える損失（赤字）
が生じた場合を言います。 
　上記の理由などにより、町税を一時に納付することができないときは・・・
申請することにより、１年以内の期間に限り、納税の猶予措置が認められる場合があります。
２．猶予が認められると　・猶予期間中の延滞金の全部、または一部が免除されます。
　　　　　　　　　　　　・財産の差押えや換価が猶予されます。
３．申請の手続き

（1）提出する書類　・換価の猶予申請書、または徴収の猶予申請書
　・財産収支状況書
　・財産目録
　・収支の明細書
　・担保の提供に関する書類（４．担保の提供に該当する場合）
　・災害などの事実を証明する書類（徴収の猶予の場合のみ）

　　　　　　　　　　※罹災証明書、医療費の領収書・明細、廃業届、決算書・確定申告書など。
（2）猶予の許可、または不許可
　提出された書類の内容を審査した後、役場税務課から猶予の許可または不許可を通知します。猶予が許可された場
合には、役場税務課から送付される猶予許可通知書に記載された分割納付計画の通りに納付する必要があります。
４．担保の提供
　猶予を受ける金額が 100 万円を超え、かつ猶予期間が３カ月を超える場合には、原則として猶予を受けようとする
金額に相当する担保を提供する必要があります。
○提供できる担保の種類は、

（1）国債や地方債、町長が確実と認める社債公社債その他の有価証券
（2）土地や保険を付した建物、自動車や建築機械など
（3）町長が確実と認める保証人の保証　などがあります。
５．猶予期間
　猶予を受けることができる期間は、１年の範囲内で、納税者の財産や収支の状況に応じて、最も早く町税を完納す
ることができる期間に限られますので、申し出のあった分割納付計画が認められるとは限りません。
　なお、猶予を受けた町税は、原則として猶予期間内の各月に分割して納付をする必要があります。収入が年金のみ
の場合などやむを得ない理由がある場合は、隔月等にできる場合もありますのでご相談ください。
　また、猶予期間は原則として１年の範囲内ですが、猶予期間内に完納することができないやむを得ない理由がある
と認められる場合は、申請することにより猶予期間の延長が認められる場合があります（当初の猶予期間と合わせて
最長２年まで）。
　詳しくは、役場税務課　収納係　℡６８－２２１１（内線２７１・２７２）までお問い合わせください。

平成28年４月１日から町税・国保税の猶予制度
（徴収の猶予、換価の猶予）が変わります

要  　　  件 申請期限
⑴　徴収の猶予 ⑴　財産について災害による損害を受け、または盗難にあったこと

⑵　納税者、またはその生計を一にする親族などが病気にかかりま
たは負傷したこと

⑶　事業を廃止、または休止したこと
⑷　事業について著しい損失を受けたこと※１など

猶予を受けようとする徴
収金の納期限内

⑵　職権による
換価の猶予

納付または納入について誠実な意思を有すると認められるときで、
かつ次の⑴、⑵などに該当するとき

（1）財産の換価（取り立て・公売等）を直ちにすることにより、事
業の継続または生活の維持を困難にする恐れがあるとき

（2）財産の換価を猶予することが、直ちにその換価をすることに比
して徴収上有利であるときなど

―

⑶　申請による
換価の猶予
（新設）

納期限から６カ月以内
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口
座
振
替
の
登
録
を
さ
れ
ま

す
と
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
町
税
・
納
付

金
等
の
お
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

　

一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
納

付
の
た
び
に
金
融
機
関
等
へ
行

く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
に
す
る
と

・
う
っ
か
り
の
納
め
忘
れ
が
な

く
な
り
ま
す
。

・
窓
口
で
直
接
納
付
す
る
手
間

が
省
け
ま
す
。

●
常
陽
銀
行
本
支
店
・
竜
ヶ
崎

農
業
協
同
組
合
本
支
店
・
水

戸
信
用
金
庫
本
支
店
・
み
ず

ほ
銀
行
本
支
店
・
三
井
住
友

銀
行
本
支
店
で
、
ご
利
用
で

き
る
町
税
等

・
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

・
介
護
保
険
料

・
霊
園
管
理
料

・
老
人
保
護
措
置
費

・
住
宅
資
金
貸
付
金

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
、
ご
利
用

　

で
き
る
町
税
等

　

こ
れ
ま
で
町
・
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介

護
保
険
料
を
口
座
振
替
に
よ
り

納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

に
は
、
年
度
終
了
後
に
「
口
座

振
替
払
領
収
証
書
」
を
送
付
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
経
費
削
減

お
よ
び
省
資
源
化
を
推
進
す
る

た
め
、
平
成
27
年
度
分
を
も
っ

て
送
付
を
廃
止
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
軽
自
動
車
税
に
つ
き
ま

し
て
は
、
原
動
機
付
自
転
車
や

農
耕
車
等
の
「
口
座
振
替
払
領

収
証
書
」
の
送
付
は
廃
止
し
、

継
続
検
査
（
車
検
）
該
当
車
種

に
限
り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の

領
収
証
書
兼
納
税
証
明
書
を
送

付
い
た
し
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
掛
け
い
た
し
ま

す
が
、
平
成
28
年
４
月
以
降
の

口
座
振
替
分
に
つ
き
ま
し
て

は
、
預
貯
金
通
帳
へ
の
記
帳
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
、

１
年
分
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

自
動
車
税
の
よ
う
な
月
割
制
度

が
な
い
た
め
、
４
月
２
日
以
降

に
廃
車
を
し
て
も
、
そ
の
年
度

分
は
全
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

廃
車
や
名
義
変
更
な
ど
に
よ

り
、
軽
自
動
車
や
原
動
機
付
自

転
車
な
ど
を
所
有
し
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
３
月
末
ま
で
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
を
行
わ
な
い
と
、
所
有
し
て

・
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

・
介
護
保
険
料

・
霊
園
管
理
料　

●
申
し
込
み
手
続
き

手
続
き
は
、
預
金
口
座
を
お

持
ち
の
金
融
機
関
の
窓
口
で

お
願
い
し
ま
す
。（
役
場
で

の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

申
込
用
紙
は
、
町
内
の
取
扱

金
融
機
関
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
外
の
支
店
等
を

ご
利
用
に
な
る
場
合
は
、
役

場
税
務
課
に
申
込
用
紙
を
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
…

・
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

（
預
金
通
帳
等
）

・
印
鑑
（
金
融
機
関
届
出
印
）

●
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
各
納
期
の
月
末
が
休
日
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
）
の
場
合
、

そ
の
翌
営
業
日
に
振
り
替
え

さ
れ
ま
す
。

・
手
続
き
は
、
納
税
義
務
者
一

人
ご
と
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
納
税
義
務
者
や
口
座
の
変
更

を
す
る
場
合
は
、
新
た
に
手

続
き
が
必
要
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
お
よ
び
町
外

金
融
機
関
ご
利
用
に
伴
う
申

込
用
紙
の
請
求
先

　

役
場
税
務
課

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
７
１
・
２
７
２
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
町
役
場

　

℡
68

－

２
２
１
１
（
代
表
）

町
・
県
民
税　

税
務
課

	

（
内
線
２
７
４
）

固
定
資
産
税　

税
務
課

	

（
内
線
２
６
３
）

軽
自
動
車
税　

税
務
課

	

（
内
線
２
６
２
）

国
民
健
康
保
険
税　

保
険
年

金
課�

（
内
線
２
５
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

保
険
年
金
課（

内
線
２
３
９
）

介
護
保
険
料　

福
祉
課

（
内
線
３
４
２
）

い
な
く
て
も
税
金
が
い
つ
ま
で

も
か
か
り
続
け
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

cc
以
下
）、
農
耕
用
お
よ
び

小
型
特
殊
自
動
車
の
廃
車
・

名
義
変
更
の
手
続
き

次
の
も
の
を
持
参
の
上
、
役

場
税
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

・
廃
車
の
場
合
…
該
当
車
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
所
有
者

の
印
鑑

・
名
義
変
更
の
場
合
…
新
所
有

者
の
印
鑑
と
譲
渡
証
明
書

役
場
税
務
課

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
６
２
）

◆
軽
自
動
車
（
四
輪
）、
二
輪

（
１
２
５
㏄
超
）
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
・
軽
自
動
車
（
四
輪
）

軽
自
動
車
検
査
協
会
茨
城
事

務
所
土
浦
支
所
（
土
浦
市
卸

町
２
丁
目
２
番
８
号
）
℡
０

５
０

－

３
８
１
６

－

３
１
０

６
・
二
輪

茨
城
運
輸
支
局
土
浦
自
動
車

検
査
登
録
事
務
所
（
土
浦

市
卸
町
２
丁
目
１
番
３
号
）

℡
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２

０
１
８

軽
自
動
車
等
の
廃
車
・

名
義
変
更
の
手
続
き
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

町
税
等
預
金
口
座
振
替

払
領
収
証
書
の
廃
止
の

お
知
ら
せ

町
税
等
の
納
付
は
便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
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軽自動車税の税率（年額）が変わります
平成 28 年４月１日から次のとおり変更されます。
軽自動車税率（１台につき年額）　※月割の制度はありません。

種別
コード 車種区分 種　　別

税　　額
平成 27 年度まで 平成 28 年度から

11

原動機付自転車

50cc 以下のもの 1,000 2,000
12 50cc 超　90cc 以下のもの 1,200 2,000
13 90cc 超　125cc 以下のもの 1,600 2,400
14 ミニカー 2,500 3,700
21

小
型
特
殊

農耕作業用
２輪のもの 1,600

2,40022
４輪のもの

1,000cc 以下 2,400
23 1,000cc 超え 3,100
24 特殊作業用 4,700 5,900
25

軽自動車
ボートトレーラー 2,400 3,600

31 ２輪のもの 2,400 3,600
41 ２輪の小型自動車 4,000 6,000

種別 
コード

車種 
区分 種　　　別 旧税額 

※ 1
新税額 
※ 2

重課税額
※ 3

軽課税額  ※ 4
75％軽減 
（ア）

50％軽減
 （イ）

25％軽減 
（ウ）

32
軽
自
動
車

３輪のもの 3,100 3,900 4,600 1,000 2,000 3,000
33

４
輪
以
上

の
も
の

自家用
乗用 7,200 10,800 12,900 2,700 5,400 8,100

34 貨物 4,000 5,000 6,000 1,300 2,500 3,800
35

営業用
乗用 5,500 6,900 8,200 1,800 3,500 5,200

36 貨物 3,000 3,800 4,500 1,000 1,900 2,900

※１　平成 27 年３月 31 日以前に新車登録された車両のうち、「重課税（※ 3）」以外の車両に適用
※２　平成 27 年４月１日以降に新車登録された車両のうち、「軽課税（※ 4）」以外の車両に適用
※３　新車登録から 13 年経過した車両に適用（初度検査年月日が平成 14 年以前の車両）

ただし、電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電気併用の軽自動車および被け
ん引車は対象外

※４　平成 27 年４月１日から平成 28 年３月 31 日までに最初の新規検査を受けた三輪及び四輪の軽自動
車で、次の基準を満たす車両について、平成 28 年度分の軽自動車税に限り、軽課税額を適用

（ア）電気自動車および天然ガス自動車（平成 21 年排出ガス規制適用かつ平成 21 年排出ガス基準 10％以
上低減）に適用

（イ）乗用：平成 17 年排出ガス基準 75％以上低減かつ平成 32 年燃費基準＋ 20％達成車に適用
貨物：平成 17 年排出ガス基準 75％以上低減かつ平成 27 年燃費基準＋ 35％達成車に適用

（ウ）乗用：平成 17 年排出ガス基準 75％以上低減かつ平成 32 年燃費基準達成車に適用
貨物：平成 17 年排出ガス基準 75％以上低減かつ平成 27 年燃費基準＋ 15％達成車に適用

注１）（イ）および（ウ）については、揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車に限ります。
注２）各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

軽自動車税に関するお問い合わせは種別に関係なく、利根町役場税務課までお問い合わせ
ください。℡６８－２２１１（内線２６２）
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在宅シンポジウム「認知症を生きる」を開催します !!

　取手市医師会では、在宅医療を希望する方が、安心して暮らせるよう「在宅いきいきネット」の名称で支援
体制を築いています。取手市医師会を東西２チームに分けて、主治医・副主治医の体制で在宅医療を行い、一
人の医師の負担を軽減するだけでなく、ご家族をはじめ、看護・介護スタッフからも安心できる存在として期
待されています。
◎内　　容：在宅療養をしている方への医療の提供や急病時の対応・褥

じょく

瘡
そう

（床ずれ）等の予防と処置
◎申し込み：医療機関・利根町地域包括支援センター・利根町保健福祉センター・介護支援事業所（ケアマネ
　　　　　　ジャー）から取手市医師会事務局に申し込みます。

Ｑ１．在宅医療ってなんでしょうか？

Ａ１．患者さんの自宅など、生活の場で受ける医療のことです。
Ｑ２．どんな人が受けられるのでしょうか？ 

Ａ２．病気などで、ご自分では医療機関を受診できない方が対象です。ご高齢や難病で寝たきりの方や、がん
　　　の末期でご自宅での療養を希望する方などが受けられます。
Ｑ３．家族の負担が重いのでは？

Ａ３．医師・看護師・薬剤師・ケアマネジャーなど、さまざまな専門職が協力して医療・介護を提供しますので、
　　　以前に比べてご家族の負担は軽くなっています。

○日時：３月２７日（日）　午後１時３０分～３時３０分
○会場：守谷市役所　大会議室（守谷市大柏 950－ 1）　
○内容：・取手市医師会制作ビデオ「認知症を生きる」上映
　　　　・早期発見！簡単にできる認知症テスト
　　　 　・皆さんの質問に各分野の専門職が答えます‼
○参加費：無料
○申し込み先：取手市医師会事務局　℡０２９７－７０－７２７７

在宅医療・介護連携拠点事業の問い合わせ先：取手市医師会事務局　℡０２９７－７０－７２７７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利根町地域包括支援センター　℡６８－８９４１

東チーム

利根町

取手市

守谷市
西チーム

在宅医療って？　Ｑ＆Ａ

取手市医師会在宅いきいきネット（利根町・取手市・守谷市）
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地域の在宅医療・介護を支える仕組みづくり
～在宅医療・介護連携拠点事業に取り組んでいます～

土台づくり：多職種が支援体制を強化し、在宅療養を支えます。

　①　顔の見える関係づくり（意見交換会・協議会等）
　②　専門職に対する資質向上のための人づくり（研修会・勉強会等）
　③　住民への在宅医療・介護の理解を深めるための意識づくり（講演会・シンポジウム等）
　④　地域の課題を把握するための実態調査（アンケート調査）

仕組みづくり：地域の資源を最大限（効果的・効率的）に活用します。

　医療・介護従事者のよりよいサービス提供に繋がる基本情報づくり
　ただ今、“住民目線で分かりやすい”ホームページを作成中です。（Ｈ 28 年３月末  完成予定）

　取手市医師会では、住み慣れた家で最期まで自分らしく生きていけるよう、行政（利根町・取手市・守
谷市）や多職種の方々と協力し、在宅医療と介護の連携の仕組みづくりをしています。
　多職種連携とは、医師・看護師・歯科医師・リハビリテーション専門職（理学療法士・作業療法士・言
語聴覚士）・医療ソーシャルワーカー・歯科衛生士・ホームヘルパー・ケアマネージャー・薬剤師等が協
力しあって患者さんやご家族の在宅医療を支えることです。在宅医療を支えるためには多職種の連携が
重要となってきます。

自宅で
自分らしく
最期まで

多
職
種
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク

在
宅
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
利
根
町
）

垣か
き

添ぞ
え

忠た
だ

生お 

先
生
講
演
会

（
守
谷
市
）

約30％の住民が
在宅医療を知らない！

住民の78％が「在宅医療を希望し
ている」が家族に負担がかかるか
らとの理由から実現は難しい」と
57％の方が思っている。

約半数の住民が「住み慣れた居住の
場が良いとの理由から「最期を自宅
で迎えたい」と思っている。

Ｑ．在宅医療をご存知ですか？ Ｑ．在宅医療を希望しますか？ Ｑ．最期を迎える場として、医療機関と
　　居住の場どちらを希望しますか ? 

地域で支える多職種連携 －在宅医療・介護連携拠点事業－

在宅医療に関する住民アンケート結果　

対象者：利根町・取手市・守谷市　住民 1,000 人（回収率：60.1％ ( 平成 27 年３月実施 )）
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子
育
て
応
援
手
当
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

国
民
年
金
保
険
料
の

後
納
制
度
を
ご
存
知

で
す
か

利
根
町
子
育
て
応
援
手
当

支
給
制
度

　

子
育
て
応
援
手
当
は
、
町
民

の
出
産
、
子
育
て
に
対
し
て
、

新
生
児
の
保
護
者
に
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
町
民

の
誕
生
を
祝
福
す
る
と
と
も

に
、
明
日
の
地
域
づ
く
り
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成

を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で

す
。

◆
手
当
て
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方

１
児
（
18
歳
未
満
）
を
養
育

し
て
い
る
方
が
第
二
子
以
降

を
出
産
し
た
場
合
、
手
当
て

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
左
記
の
支
給
要

件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
支
給
の
条
件
と
な
り

ま
す
。

支
給
要
件

⑴
出
産
の
日
か
ら
１
年
以
上
前

に
利
根
町
に
住
所
を
有
す
る

方
。

⑵
世
帯
の
構
成
員
に
係
る
町

税
、
介
護
保
険
料
、
国
民
健

康
保
険
税
、
保
育
所
の
保
育

料
、
上
下
水
道
使
用
料
に
滞

納
が
な
い
こ
と
。

◆
手
当
の
額
と
支
給
内
訳

　

第
二
子�

 

50
万
円

　

支
給
内
訳

　

１
年
目
（
出
産
時
）

３
万
８
０
０
０
円

　

２
年
目
か
ら
15
年
目
ま
で

　
　
　

毎
年
３
万
３
０
０
０
円

　

第
三
子
以
降�

１
０
０
万
円

支
給
内
訳

　

１
年
目
（
出
産
時
）

７
万
６
０
０
０
円

　

２
年
目
か
ら
15
年
目
ま
で

　
　
　

毎
年
６
万
６
０
０
０
円

申
請
方
法

　

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き

出
産
の
日
か
ら
50
日
以
内
に
申

請
書
を
役
場
福
祉
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

利
根
町
子
育
て
応
援
手
当
の

支
給
を
決
定
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
毎
年
10
月
中
に
「
現
況

届
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
対
象
児
童
が
転
出
し

た
場
合
は
、
受
給
権
を
喪
失
し

ま
す
。

　

ま
た
、
世
帯
の
構
成
員
に
係

る
町
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合

は
、手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
福
祉
課

子
ど
も
福
祉
係

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
３
２
）

　

過
去
５
年
間
に
納
め
忘
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
『
後
納
制
度
』
が
、

平
成
27
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
に

限
り
、
過
去
５
年
前
ま
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
年
金
額
が
増
え
た
り
、
納

付
し
た
期
間
が
不
足
し
て
年
金

を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
、

年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
・
後
納
保
険
料
を
納
め
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

・
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
に

は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一

定
の
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
な
ど
は
ご
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

・
後
納
制
度
と
は
別
に
免
除
申

請
期
間
の
免
除
部
分
を
支
払

う
追
納
制
度
も
ご
ざ
い

ま
す
。

追
納
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
将
来
の
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

（
追
納
制
度
は
過
去
10

年
前
ま
で
、
遡
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

国
民
年
金
保
険
料
専
用

ダ
イ
ヤ
ル　

℡
０
５
７

０

－

０
１
１

－

０
５
０

土
浦
年
金
事
務
所　

℡

０
２
９

－

８
２
５

－

１

１
７
０　

自
動
音
声
案

内
に
従
っ
て
「
２
」
を

押
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

月
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時

火
曜
～
金
曜
日　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

第
２
土
曜
日　

午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
、
翌
日
以
降
の
開
所
日

初
日
に
、
午
後
７
時
ま
で

受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を

除
く
）、
12
月
29
日
～
１

月
３
日
は
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

　県マル福制度の該当者である妊産婦・小児・ひとり親家庭の県内受診分（医療福祉の受給者証を使用した場
合）の外来自己負担金と、入院自己負担金（小児のみ対象）を、次の日程でご指定の口座に振り込む予定です。
なお、通帳には『ジコフタン○○ガツ』と記帳されます。
※ 振込口座・名義等を変更された場合は、振込予定前月までに保険年金課窓口へ届け出願います。
※ 上記該当の方は、外来・入院自己負担分の領収書の提出は不要ですが、捨てずに保管してください。

振　込　予　定　日 送　金　対　象　診　療　月
４月２２日（金） 平成２７年１１月診療から平成２８年１月診療分まで

◎問い合わせ先　役場保険年金課　医療福祉係　℡６８－２２１１（内線２３７）

県マル福制度の外来・入院自己負担金の送金予定日
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ス
ト
マ
用
装
具
を

使
用
さ
れ
て

い
る
方
へ

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
図

り
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

促
進
す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
設
置
す
る

方
に
対
し
て
、
設
置
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
し
ま
す
。

申
請
受
け
付
け

▼
受
付
期
間　

４
月
１
日（
金
）

～
12
月
28
日（
水
）
ま
で

「
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
費
補
助

金
」
交
付
の
お
知

ら
せ

町
議
会
で
審
議
中
で
あ
り
、

議
会
の
議
決
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
環
境
対
策
課

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
５
１
）

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

▼
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で

の
時
間
を
除
く
）

▼
場
所　

役
場
環
境
対
策
課

（
郵
送
な
ど
で
の
受
け
付
け

は
、
行
い
ま
せ
ん
）

交
付
対
象

▼
町
内
の
住
宅
等
に
新
た
に
対

象
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

方
、
ま
た
は
対
象
シ
ス
テ
ム

が
設
置
さ
れ
た
住
宅
等
を
購

入
す
る
方

▼
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

　
（
同
一
世
帯
員
を
含
む
）

▼
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
発

電
に
よ
る
余
剰
電
力
の
買
取

り
契
約
を
電
力
会
社
と
締
結

す
る
方

▼
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最

大
出
力
が
10
㎾
未
満
で
未
使

用
の
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

方
※
補
助
金
交
付
申
請
前
に
す
で

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
対
象

外
と
な
り
ま
す
。
必
ず
工
事
着

工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
年
度
内
に
設
置
が
完
了

し
な
い
場
合
、
ま
た
は
指
定
期

日
ま
で
に
実
績
報
告
書
お
よ
び

必
要
書
類
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
新

品
で
な
い
場
合
は
、
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

※
電
力
会
社
と
の
契
約
者
名
・

太
陽
光
発
電
に
係
る
電
力
受
給

契
約
申
込
者
名
と
本
補
助
金
の

申
請
者
名
が
同
一
で
な
い
場
合

は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額

▼
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公

称
最
大
出
力
１
㎾
当
た
り

２
万
円
と
し
、
10
万
円
を
限

度
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
補

助
金
額
に
１
０
０
０
円
未
満

の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と

し
ま
す
。

そ
の
他

・
補
助
金
交
付
申
請
の
受
け
付

け
は
、
先
着
順
に
よ
り
随
時

行
い
ま
す
が
、
受
付
期
間
内

で
あ
っ
て
も
予
算
額
に
達
し

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

・
詳
細
に
つ
い
て
は
「
利
根
町

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
補
助
金
交
付
の
手
引
き
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・「
手
引
き
」
お
よ
び
「
申
請

書
」
は
役
場
環
境
対
策
課
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

・
補
助
金
交
付
に
係
る
平
成
28

年
度
予
算
は
、
現
在
、
利
根

　

災
害
時
に
住
居
が
被
災
し
、

ス
ト
マ
用
装
具
が
持
ち
出
せ
な

く
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
普

段
使
用
さ
れ
て
い
る
ス
ト
マ
用

装
具
（
１
週
間
分
）
を
利
根
町

役
場
に
預
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
希
望
す
る
方
は
、
役
場
福

祉
課
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
対
象
者

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
ス
ト

マ
用
装
具
を
使
用
さ
れ
て
い

る
方

・
申
請
方
法　
　

記
名
し
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
密

封
で
き
る
も
の
が
望
ま
し
い
）

に
、
自
分
の
ス
ト
マ
用
装
具

を
１
週
間
分
入
れ
て
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
の
際

は
、
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
は

除
く
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
、
各
人
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
保
管
期
間

保
管
期
間
は
１
年
間
で
す
。

期
間
が
終
了
す
る
前
に
役
場

福
祉
課
に
預
け
て
い
る
ス
ト

マ
用
装
具
を
受
け
取
り
に
来

て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の
際
、

再
度
、
新
し
い
ス
ト
マ
用
装

具
の
保
管
の
申
請
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
新
し
い
も

の
と
入
れ
替
え
）。

　

期
間
終
了
の
連
絡
は
し
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
ご
自
身
で

期
間
を
把
握
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
終
了
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
け

取
り
に
来
て
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
町
で
ス
ト
マ
用
装
具
を

廃
棄
し
ま
す
。

※
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
る
破

損
を
除
き
、
町
は
ス
ト
マ
用
装

具
の
品
質
管
理
な
ど
の
責
任
は

負
い
ま
せ
ん
。

・
保
管
場
所

　

役
場
福
祉
課

・
災
害
時
の
対
応

避
難
所
の
担
当
職
員
に
輸
送

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
状

況
に
よ
っ
て
は
、
来
庁
し
て

い
た
だ
き
、
装
具
の
受
け
取

り
を
し
て
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
３
３
）
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生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た

め
に
、
下
水
道
事
業
計
画
区
域

以
外
の
地
域
に
設
置
す
る
、
高

度
処
理
型
浄
化
槽
の
設
置
費
用

を
一
部
助
成
し
ま
す
。

○
申
請
期
間

４
月
４
日（
月
）
～
４
月
15

日（
金
）（
土
・
日
曜
日
は

除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
正

午　

午
後
１
時
～
５
時
15
分

※
予
算
範
囲
を
超
え
た
申
請
が

あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に
て
決

定
し
ま
す
。
抽
選
日
時
等
は
、

後
日
連
絡
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
が
予
算
範
囲
を

超
え
な
か
っ
た
場
合
は
、
４
月

18
日
以
降
も
随
時
、
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
予
算
範
囲
内
で
の

先
着
順
に
な
り
ま
す
。

○
申
請
時
に
必
要
な
書
類

・
補
助
金
交
付
申
請
書

・
案
内
図

・
平
面
図

・
排
水
経
路
図

・
工
事
見
積
書
の
写
し

・
建
築
確
認
済
証
の
写
し
、
ま

　

た
は
浄
化
槽
設
置
届
出
書
の

　

写
し

・
登
録
浄
化
槽
管
理
票
（
Ｃ
票
）

　

利
根
町
で
は
、
小
型
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
平
成
26

年
９
月
か
ら
小
型
家
電
（
16
品

目
）
を
無
料
で
回
収
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
パ
ソ
コ
ン
も
回
収
し
ま
す
。

　

回
収
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
は
、

龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合

（
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
龍
）
か
ら

再
資
源
化
事
業
者
に
引
き
渡
さ

れ
、
分
解
、
分
別
の
上
、
金
属

が
取
り
出
さ
れ
て
、
再
び
資
源

と
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効

活
用
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ボ
ッ
ク
ス
回
収

　

役
場
環
境
対
策
課
（
２
階
）

に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

　

ボ
ッ
ク
ス
の
投
入
口
は
、
よ

こ
30
㎝
×
た
て
15
㎝
で
す
。
投

入
口
に
入
ら
な
い
も
の
は
役
場

・
登
録
証
の
写
し

・
保
証
登
録
証

・
浄
化
槽
設
備
士
免
状
の
写
し

・
浄
化
槽
工
事
業
者
届
出
書
の

写
し

・
放
流
同
意
書
の
写
し

・
浄
化
槽
法
第
７
条
検
査
に
係

る
検
査
手
数
料
払
込
通
知
の

写
し

○
そ
の
他

・
浄
化
槽
の
工
事
期
間
は
、
補

助
金
交
付
決
定
後
か
ら
平
成

29
年
２
月
ま
で
で
す
。

・
補
助
金
交
付
に
係
る
平
成
28

年
度
予
算
は
、
現
在
、
利
根

町
議
会
で
審
議
中
で
あ
り
、

議
会
の
議
決
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
環
境
対
策
課

   

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
５
８
）

環
境
対
策
課
の
窓
口
で
受
け
付

け
ま
す
。

【
回
収
対
象
】

　

パ
ソ
コ
ン
本
体
、付
属
品（
マ

ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
）

【
持
ち
込
む
前
に
】

　

個
人
情
報
を
含
む
も
の
は
、

必
ず
記
録
内
容
を
消
去
し
て
か

ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
環
境
対
策
課

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
５
２
）

高度処理型浄化槽区分 限度額

窒素またはりん除去
型（転換の場合）

５人槽 ６４５，０００円
７人槽 ７７２，０００円

１０人槽 ９５９，０００円

窒素またはりん除去
型（新築の場合）

５人槽 ５３３，０００円
７人槽 ６４４，０００円

１０人槽 ７８７，０００円

区分による限度額

高
度
処
理
型
浄
化
槽

設
置
費
の
一
部
助
成

パ
ソ
コ
ン
回
収
を

平
成
28
年
4
月
か
ら

始
め
ま
す

　

乾
電
池
は
、
資
源
物
回
収
日

に
町
指
定
の
ご
み
袋
以
外
の
透

明
な
袋
に
入
れ
て
中
身
が
分
か

る
よ
う
に
出
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

最
近
、
乾
電
池
以
外
に
使
い

捨
て
ラ
イ
タ
ー
や
カ
ミ
ソ
リ
の

刃
な
ど
を
一
緒
に
出
さ
れ
る
事

例
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
と
作
業
員

が
再
度
分
別
を
し
た
り
、
け
が

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
環
境
対
策
課

　

℡
68

－

２
２
１
１

　
（
内
線
２
５
２
）

乾
電
池
の
分
別
に

ご
協
力
を
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ぼうさい　掲示板命を助けるＡＥＤ（自動体外式除細動器）

◎問い合わせ先　役場総務課　消防交通係　℡ ６８－２２１１（内線５０１）

　近年、水害や地震など災害が多発しており、今後は関東でも大きな地
震が起こることが予測されています。
　災害等により、目の前で突然心停止を起こして、人が倒れてしまった
ら、一刻も早く救命処置を始めないと助かる可能性がどんどん低下して
いきます。
　主に救急救命において必要となる処置は３つ、① 119 番通報と AED
の要請、②胸骨圧迫（心臓マッサージ）、③ AED による処置です。
　AED（自動体外式除細動器）とは、心臓に電気ショックを与えるこ
とで、心臓の状態を正常に戻す機能を持っています。
　電源を入れれば音声が使い方を順に指示してくれるので、一般の方でも救命活動を行うことができます。
　利根町でも、下記の施設に AED を設置していますので、もしもの時に備えて、設置箇所を確認しておい
てください。

＊町では、昨年 24 時間 AED を利用できるように町内２カ所のコンビニエンス
ストアに AED を設置しました。

A．公益財団法人 日本心臓財団ホームページ（http://www.jhf.or.jp/aed/）に AED を
　　使った救命の仕方が掲載されています。

●救命講習を受講したい人（会社、自治会などの団体単位も可）は、稲敷広域消防本部で救命講習を
　開催していますので、利根消防署（℡ 68 － 3755）にお問い合わせください。

※　詳細は、稲敷広域消防本部ホームページ
　　（http://www.inashiki-kouiki.jp/kyukyu/lifesavingtraining.html）をご覧ください。

●ＡＥＤ設置施設

●ＡＥＤ設置コンビニ
　エンスストア

施設名称 設置場所
利根町役場 行政棟１階、行政棟２階、議会棟１階
利根町国保診療所 １階事務室
利根町公民館 １階事務室
利根町保健福祉センター １階事務室
利根町図書館 １階事務室
利根町生涯学習センター １階事務室
利根町民すこやか交流センター １階事務室
利根町立文小学校 １階職員室、体育館
利根町立布川小学校 ２階職員室、体育館
利根町立文間小学校 ２階職員室、体育館
利根町立利根中学校 １階職員室、体育館、武道館
布川地区コミュニティーセンター １階事務室

施設名称 設置場所
セブンイレブン茨城利根店　（中田切） 入口付近
セブン−イレブン茨城利根四季の丘店 入口付近

普通救命講習 I 普通救命講習 II 普通救命講習Ⅲ 上級救命講習

講習内容
成人の救命の手
助 け が で き る
コース

一定頻度で救命処置をする
ことが想定される人向けの
コース（普通救命講習Ⅰ＋
筆記試験＋実技試験）

小児、乳児、新生
児の救命が手助け
できるコース

一定頻度で救命処置をするこ
とが想定される人向けのコー
ス（応急手当全般＋筆記試験
＋実技試験）

講習時間 ３時間 ４時間 ３時間 ８時間

救命入門コース 応急手当 WEB 講習 実技救命講習

講習内容
入門コースまたは WEB 講習＋実技講習で普通救命講習Ⅰを修了
普通救命講習の導入
コース

自宅のインターネットで座学
のみを学ぶコース

実技のみを学ぶコース
（入門コース、WEB 講習修了者が対象）

講習時間 １時間 30 分 － ２時間

Q.  AEDの使い方や救命の方法を知りたいんですが…
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住
民
課
窓
口
で
の
ご
本
人
確
認
の
お
願
い

住
民
課
の
延
長
窓
口

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

転
入
、
転
出
、
転
居
な
ど
住

民
登
録
に
関
す
る
届
出
や
認

知
、
養
子
縁
組
、
養
子
離
縁
、

婚
姻
又
は
離
婚
な
ど
の
戸
籍
に

関
す
る
届
出
、
各
種
証
明
書
の

発
行
に
は
窓
口
に
来
ら
れ
た
方

の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

利
根
町
で
は
住
民
基
本
台
帳

法
、
戸
籍
法
、
戸
籍
法
施
行
規

則
な
ど
に
基
づ
い
て
窓
口
に
お

い
て
以
下
の
と
お
り
本
人
確
認

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

《
本
人
確
認
書
類
の
具
体
的
な

証
明
の
例
》

※
「
氏
名
＋
住
所
」
又
は
「
氏

名
＋
生
年
月
日
」
が
確
認
で
き

る
こ
と
が
前
提
で
す
。

１
点
で
本
人
を
確
認
で
き
る
も

の
（
例
）

・
運
転
免
許
証

・
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

・
個
人
番
号
カ
ー
ド

・
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド

・
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体

の
機
関
が
発
行
し
た
身
分
証

　

毎
週
水
曜
日
（
閉
庁
日
を
除

く
）
、
住
民
課
窓
口
業
務
の
一

部
を
午
後
８
時
15
分
ま
で
取
り

扱
っ
て
お
り
ま
す
。

《
取
扱
い
場
所
》

　

役
場　

１
階
住
民
課

《
取
扱
い
業
務
》

【
各
種
証
明
書
交
付
事
務
】

○
住
民
票
、
住
民
票
除
票
お
よ

び
改
正
原
住
民
票
の
写
し

○
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

○
軽
自
動
車
税
用
住
所
証
明
書

○
住
民
票
コ
ー
ド
通
知
票
の
再

交
付

○
印
鑑
登
録
証
明
書

◇
戸
籍
全
部
事
項
証
明
（
戸
籍

謄
本
）
、
個
人
事
項
証
明

（
戸
籍
抄
本
）

◇
除
籍
謄
本
、
抄
本

◇
改
製
原
戸
籍
謄
本
、
抄
本

◇
戸
籍
の
附
票
の
写
し

◇
身
分
証
明
書

◇
独
身
証
明
書

◇
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

△
戸
籍
届
出
受
理
証
明
書

（
注
）
◇
に
つ
い
て
は
利
根
町

に
本
籍
が
あ
る
方
、
△
に
つ
い

て
は
利
根
町
に
戸
籍
の
届
出
を

明
書
で
写
真
付
き
の
も
の

 

（
船
員
手
帳
、
海
技
免
状
、

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
、
電

気
工
事
士
免
状
、
宅
地
建
物

取
引
士
証
、
教
習
資
格
認
定

書
、
在
留
カ
ー
ド
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
な

ど
）

２
点
以
上
で
本
人
を
確
認
で
き

る
も
の
（
例
）

※
①
の
書
類
を
１
点
以
上+

②

の
書
類
を
１
点
以
上
提
示
又
は

①
の
書
類
を
２
点
以
上
提
示
。

②
の
書
類
の
み
が
２
点
以
上

あ
っ
て
も
確
認
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
の
書
類

・
国
民
健
康
保
険
証
、
健
康

保
険
証
、
船
員
保
険
証
若
し

く
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者

証
、
共
済
組
合
員
証

・
国
民
年
金
手
帳
、
国
民
年

金
、
厚
生
年
金
保
険
若
し
く

は
船
員
保
険
に
係
る
年
金
証

書
、
共
済
年
金
若
し
く
は
恩

給
の
証
書

・
写
真
の
貼
付
の
な
い
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド

②
の
書
類

・
学
生
証

・
法
人
が
発
行
し
た
身
分
証

明
書
（
国
若
し
く
は
地
方
公

共
団
体
の
機
関
が
発
行
し
た

も
の
を
除
く
写
真
付
き
の
も

の
）

・
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体

の
機
関
が
発
行
し
た
資
格
証

明
書
（
１
点
の
書
類
で
足
り

る
も
の
を
除
く
写
真
付
き
の

も
の
）

　

上
記
の
身
分
証
明
書
等
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
窓
口
に
て
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
印

鑑
登
録
お
よ
び
パ
ス
ポ
ー
ト
申

請
に
つ
き
ま
し
て
は
別
途
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
住
民
課　

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
４
２
）

さ
れ
た
方
の
み
で
す
。

【
各
種
届
出
】

○
印
鑑
登
録
、
印
鑑
登
録
廃
止

等
の
届
出

（
注
）
婚
姻
な
ど
戸
籍
の
届
書

は
、
閉
庁
日
お
よ
び
通
常
業
務

時
間
外
と
同
様
に
受
領
（
お
預

か
り
）
の
み
で
す
。

【
そ
の
他
】

○
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付

○
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

（
午
後
７
時
ま
で
受
け
付
け
）

　

な
お
、
右
記
以
外
の
業
務
に

つ
い
て
は
、
延
長
窓
口
で
は
お

取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
開
庁
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
（
パ
ス

ポ
ー
ト
申
請
は
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
45
分
）
ま
で

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
課

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
４
２
）



平成 28 年３月（№ 624）13

住民基本台帳法による届出について

届 出 一 覧

　住民基本台帳とは、住民全体の住民票をもって構成される、住民に関する記録を行う公簿です。
　住民票とは、個々の住民につき、その住民に関する氏名・住所等の事項を記載する帳簿で、個々を単位と
して作成されており、居住関係を公証する唯一の公簿です。
　この住民基本台帳をもとに、選挙・国民健康保険・国民年金・義務教育およびその他のサービスが利根町
で受けることができるようになります。住民の地位の変更に関する届出には、転入届、転出届、転居届、世
帯変更届の４つがあります。
　住民基本台帳は、常に正確な記録を整備しなければなりませんので、住民記録の正確性を確保するために
も、該当する場合には期間内にすみやかに手続きをしてください。
　なお、１年以上国外に住む場合は、国外転出の届出が必要ですが、１年未満の海外出張や留学など滞在期
間が短期間の場合は、国外転出の届出をする必要はありません。しかし、その後の事情で国外での滞在期間
が１年以上にわたるようになったときは、その事実が判明した時点で国外への転出届を行ってください。

届出の種類 届出期間 届出人 届 出 に 必 要 な も の

転入届
（新たに市町村の
区域内に住所を定
めること）

転入した日から 14 日以内 本人また
は世帯主

・本人確認書類
・転出証明書（前住所地の市区町村長発行）または転

出手続済みの個人番号カード・住民基本台帳カード
・通知カード（個人番号カードをお持ちの方を除く）
・外国人住民の方は、その他に在留カード（外国人登

録証明書※）または特別永住者証明書
※一定の期間は、外国人登録証明書が在留カードや特
別永住者証明書としてみなされます。
※国外からの転入はお問い合わせください。

転出届
（今まで住んでい
た市町村の区域外
へ 住 所 を 移 す こ
と）

・転出をすることが確定
した後、利根町の住所
を去るまでの間（あら
かじめ手続きをしてく
ださい）

・あらかじめ手続きがで
きなかった場合は、転
出をした日から 14 日以
内

本人また
は世帯主

・本人確認書類
・個人番号カード、または住民基本台帳カード（お持

ちの方のみ）
・外国人住民の方は、その他に在留カード（外国人登

録証明書※）または特別永住者証明書
※一定の期間は、外国人登録証明書が在留カードや特
別永住者証明書としてみなされます。

 

転居届
（同一市町村の区
域内において、住
所を変更す る こ
と。同じアパート
の中で部屋替えし
た場合も届出る）

転居した日から 14 日以内 本人また
は世帯主

・本人確認書類
・個人番号カード、または住民基本台帳カード（お持

ちの方のみ）
・通知カード（個人番号カードをお持ちの方を除く）
・外国人住民の方は、その他に在留カード（外国人登

録証明書※）または特別永住者証明書
※一定の期間は、外国人登録証明書が在留カードや特
別永住者証明書としてみなされます。

世帯主変更届 変更があってから 14 日以
内

本人また
は世帯主 本人確認書類

世帯合併届 変更があってから 14 日以
内

本人また
は世帯主 本人確認書類

世帯分離届 変更があってから 14 日以
内

本人また
は世帯主 本人確認書類
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1 2

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

卓球
午前９時 30 分～正午
（利根町生涯学習センター）

午後

夜間

3 4 5 6 7 8 9

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）
健康体操
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

（利根町総合型地域スポーツクラブ）
４月の活動予定４月の活動予定４月の活動予定

☆クラブ活動に参加する際は、受け付けで「会員証」を提示してください（早朝の「楊名時太極拳」では必要ありません）。
☆ビジター参加費は、大人：300 円 / 都度、子供（中学生以下）：150 円 / 都度（早朝の「楊名時太極拳」は無料）

日 月 火 水 木 金 土

10 11 12 13 14 15 16

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

17 18 19 20 21 22 23

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）
健康体操
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

午後

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

24 25 26 27 28 29 30

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

☆　途中入会者の傷害保険は、入会翌月から適用となります。
☆　プログラムは当日の状況により予告なしに変更/中止することがありますのでご了承願います。
　　最新の活動計画は、毎月末に翌月の活動計画が「とねっと」で広報されます。「とねっと」を見るか、
　　事務局に問い合わせてください。

　入会は、随時受け付けております。申込書は「とね ワイワイ くらぶ　クラ

ブハウス」、「利根町生涯学習センター」、「利根町公民館」にあります。

　申し込み受け付けは、クラブハウスと各プログラムの活動場所（早朝の太極

拳とウオーキングは除く）で行っておりますので、お気軽にお越しください。

「とね ワイワイ くらぶ」クラブハウス　（事務局）　
〒300-1632   茨城県北相馬郡利根町下曽根 321

TEL  ０９０－１４０７－４４８０
FAX  ０２９７－６８ー３８１２
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とね子育て支援センターって

　どんなところ？

知りたい人は来て！見て!!

　利根町在住の、未就園のお子さんと、その保護者を対象にさまざまな支援を行ってい
ます。現在は、子育て真っ最中のお母さん同士の情報交換や、気分転換の場所にもなっ
ています。また、子供同士のたくさんの遊びや、ふれあい体験の場にもなっています。
担当保育士とのたわいのないおしゃべりもおすすめです。（*^_^*）
　面倒がらずに、ぜひ出掛けてきてください。何かのきっかけ作りになれば幸いです。

問い合わせ先　
とね子育て支援センター（文間保育園内）
　℡６８－３１９４
※案内の手紙は、利根町役場の福祉課・住民課

前のお便りBOXにも入っています。また、
町公式ホームページでもご覧いただけます。

＊＊４月の予定＊＊

◎とね子育て支援センターの活動は、通常
は文間保育園内にて、月曜日～金曜日に
行っています。

　（土・日曜日、祝日は、お休みです。）
＊受け付け：午前９時 30 分～
　活動時間：午前 10 時～ 11 時 30 分
＊ワイワイサロンは、利根町保健福祉セン

ターでの育児相談日です。
＊遊びに来る時は、各自水分を持参してく

ださい。
３月28日（月）～４月７日（木）は休み
５ 火 ワイワイサロン（19Ｐ参考）
８ 金 とね子育て支援センター始まり
14 木 すっきりサロン
15 金 にこにこ赤ちゃん
19 火 にこにこ広場＆しゃべランチ
22 金 赤ちゃんとマタニティさん
27 水 すっきりサロン
●園庭開放は３月25日（金）までです。保育園の開放（園庭および室内）

月曜日～金曜日（祝日は除く）
午前９時30分～11時30分
午後３時～４時30分
　　　　（変更もあり）
対象：未就園の親子
■ベビーカー持参でお庭を散歩し

てくださってもかまいません。
■お孫さんを見ていらっしゃる

祖父母の方もご利用ください。
■雨の日も遊べる小さな部屋が

あります。

にこにこ赤ちゃん
午前９時30分～11時30分
対象：ねんね・赤ちゃんの親子
　　　マタニティの方もどうぞ
　園庭および室内で好きな遊び
を楽しんでください。小さいか
らこその大変さをお母さん同
士、分かち合ってください。

年齢別のサークル
午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子
　すくすく・よちよち・ねんね・赤
ちゃんと、年齢で分かれて活動する
日。内容は季節や年齢に合わせた（制
作や戸外活動・歌・手遊び・育児情報
交換など）を取り入れています。

にこにこ広場（*^_^*）
午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子
　みんなであいさつを済ませて
から園庭および室内で好きな遊
びを楽しんでください。最後に
保育士の紙芝居や絵本の読み聞
かせなどもあります。

しゃべランチ
午前９時30分～午後０時30分
対象：未就園の親子
　にこにこ広場に遊びに来ながらそ
の後で、持ってきたお弁当を食べて
も良い日です。おしゃべりしながら
のランチも楽しいですよ。

こんにちは

とね子育て支援センター

です

 

すっきりサロンへどうぞ 
午前９時30分～11時30分
○引っ越ししてきたばかりで、まだ

お友達がいない親子の方
○昼間お子さんやお孫さんと２人き

りで過ごされているお母さんや、
おばあちゃん

○ちょっと話をしたい、話を聞いて
欲しいという親子の方など、思い
切って一度出掛けてみませんか？
おしゃべりしてすっきりして帰っ
てください。お待ちしています。
お気軽にどうぞ

年齢別サークルの対象年齢
すくすく：平成 24 年４月～平成 25 年３月生まれ
よちよち：平成 25 年４月～平成 26 年３月生まれ
ね ん ね：平成 26 年４月～平成 27 年３月生まれ
赤ちゃん：平成 27 年４月～
＊マタニティさんは、赤ちゃんの日やねんねの

日に遊びに来て、お母さんたちや小さいお子
さんたちとふれあってください。

＊ねんねの早生まれの方は、赤ちゃんの日に遊
びに来てくださると良いです。お子さんの状
態により両方をご利用ください。

注意：４月からはクラスが今よりひとつ上がり
　　　ます。

　一年間いろいろとご協力いただきましてあり
がとうございました。皆さんのおかげで、私た
ちも共に楽しませていただきました。子育ては
ひとりで悩まず、誰かに頼って助けてもらいな
がらやっていけばいいんだと思います。これか
らもどんどん支援センターへ足を運んでくださ
い。� 鈴木笑美・川上計美

赤ちゃんと
マタニティさんの日

赤ちゃん大集合 ! !
こんなふうに写真を
撮るのが恒例になっ
ています。見てくだ
さい、とってもかわ
い い で し ょ ! ! こ の
小さな命をみんなで
大切に見守ってあげ
たいですね（*^_^*）

　３月になりました。あちこち春の
花が咲き始め、目を楽しませてくれ
る季節です。利根川土手の桜も、い
つ咲くのかわくわくしますね。
　皆さんで利根町の花巡りをしては
いかがですか？

３月
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町の話題

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

サ
ケ
の
稚
魚

利
根
川
に
放
流

利
根
町
制
施
行
60
周
年
記
念

と
ね
七
福
神
め
ぐ
り

一
年
の
幸
福
を
願
っ
て

　

利
根
町
は
、
１
月
19
日（
火
）
に
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
継
続

２
３
１
０
日
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
録
は
、
旧
水
府
村
（
現
常
陸
太
田
市
の
一
部
）
が
平
成
７

年
２
月
８
日
に
記
録
し
た
２
３
０
９
日
を
追
い
抜
き
県
内
歴
代
１
位

に
な
り
ま
し
た
。

　

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日
が
、
今
後
一
日
で
も
長
く
続
く
よ
う
に

１
月
29
日（
金
）
に
利
根
町
交
通
安
全
指
導
隊
・
交
通
安
全
母
の
会
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
協
議
会
、
取
手
警
察
署
、
利
根
地
区
交
番
の
皆
さ

ん
が
、
ラ
ン
ド
ロ
ー
ム
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
利
根
店
の
店
頭
で
交
通

安
全
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
今
後
も
「
思
い
や
り
と
譲
り
合
い
を

心
が
け
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

２
月
９
日（
火
）、
布
川
小

学
校
４
年
生
児
童
（
48
名
）
が
、

利
根
川
（
利
根
緑
地
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
付
近
）
へ
サ
ケ
の
稚
魚

を
放
流
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

毎
年
12
月
に
利
根
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
、
町
内
の
各
小
学
校

へ
サ
ケ
の
卵
を
寄
贈
し
、
子
ど

も
た
ち
は
、
観
察
し
な
が
ら
ふ

化
さ
せ
一
定
の
大
き
さ
ま
で
育

て
上
げ
た
も
の
で
す
。
放
流
し

た
稚
魚
は
、
川
を
下
り
海
で
大

き
く
な
り
、
４
年
後
、
再
び
こ

の
川
へ
戻
り
産
卵
し
命
を
つ
な

い
で
い
き
ま
す
。

　

１
月
24
日（
日
）、
と
ね
七

福
神
め
ぐ
り
（
主
催
：
利
根
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）
が
利
根
町

役
場
か
ら
約
３
５
０
名
が
１
年

間
の
無
病
息
災
な
ど
を
願
っ

て
、
花
火
の
号
砲
と
と
も
に
出

発
し
、
ゴ
ー
ル
の
日
本
ウ
ェ
ル

ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
学
第
１
キ
ャ

ン
パ
ス
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
24
回
目
を
迎
え
、
町

内
は
も
と
よ
り
、
近
隣
市
町
村

か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
町

内
７
カ
所
の
神
社
や
お
寺
を
順

次
ま
わ
る
全
13
㎞
を
巡
り
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
の
日
本
ウ
ェ
ル
ネ

ス
ス
ポ
ー
ツ
大
学
第
１
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
利
根
や
っ
こ
睦
の

お
囃
子
が
披
露
さ
れ
、
ゴ
ー
ル

す
る
参
加
者
を
迎
え
入
れ
て
い

ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
記
録
更
新

茨
城
県
内
歴
代
１
位
に

2,310日を達成！

　

サ
ケ
に
「
帰
っ
て
き
て
ね
」、

「
が
ん
ば
れ
」
と
呼
び
か
け
な

が
ら
川
へ
放
流
し
、
子
ど
も
た

ち
は
、
生
命
の
誕
生
と
成
長
の

過
程
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
命

の
大
事
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

文
小
学
校
・
文
間
小
学
校
で

も
大
切
に
育
て
た
サ
ケ
を
利
根

川
へ
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
の
会
場
で
は
「
宝
船

フ
ェ
ス
タin T

one

」
も
開
催

さ
れ
て
い
て
、
た
く
さ
ん
の
出

店
な
ど
が
出
て
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

△役場イベントホールで歴代１位の報告がされました

△ランドローム入口にて交通安全チラシ・グッツなどを配布し、
　啓発を行う = もえぎ野台

△みんな元気に出発

△

各
所
に
は
ス
タ
ン
プ
が
用
意
さ
れ
て

お
り
、
巡
っ
た
証
し
と
し
て
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
い
ま
し
た
＝
早
尾
天
満

宮

△

大
切
に
育
て
た
サ
ケ
を
利
根
川
へ
放

流
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貴
重
な
体
験
を
す
る
利
根
中
学
校
生

40
事
業
所
で
職
場
体
験
を
行
う

△

職
場
体
験
を
し
て
い
る
生
徒
を
取
材

す
る
様
子
＝
東
文
間
保
育
園

△

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
を
す
る
生
徒
＝
利

根
町
図
書
館

　

１
月
20
日（
水
）
か
ら
22
日

（
金
）
に
か
け
て
、
利
根
中
学

校
2
年
生
１
１
８
名
が
、
40
事

業
所
（
利
根
町
・
龍
ケ
崎
市
・

千
葉
県
我
孫
子
市
内
）
の
協
力

を
得
て
、
職
場
体
験
の
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
は
、
中
学
２
年
生

が
社
会
の
マ
ナ
ー
や
、
実
際
に

各
職
場
で
働
く
体
験
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
進
路
に

つ
い
て
考
え
る
た
め
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
役
場
総
務
課
に

も
、
磯い

そ

山や
ま

の
の
か
さ
ん
と
梅う

め

田だ

明あ

香か

里り

さ
ん
の
２
人
が
体
験
に

見
え
「
広
報
と
ね
」
の
作
成
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。今
回
は
、

３
月
号
の
「
町
の
話
題
」
の
中

で
、
中
学
生
が
職
場
体
験
を
す

る
様
子
を
取
材
し
ま
し
た
。
取

材
の
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
、
自

分
た
ち
で
取
材
し
た
内
容
の
編

集
作
業
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
取
材
し
た
中
学
生
の
声
や

感
想
、
ま
た
広
報
の
記
者
と
し

て
取
材
を
し
た
２
人
の
感
想
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

１
月
20
日（
水
）、
利
根
町

図
書
館
・
利
根
消
防
署
・
東
文

間
保
育
園
の
３
カ
所
を
取
材
に

行
き
ま
し
た
。
左
腕
に
は
「
利

根
町　

広
報
」の
腕
章
を
着
け
、

取
材
ノ
ー
ト
を
手
に
生
徒
の
活

動
の
様
子
を
写
真
に
撮
り
、
い

く
つ
か
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

利
根
町
図
書
館
で
は
、
生
徒
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
、
本

の
登
録
や
貸
し
出
し
・
返
却
な

ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
の
か

と
い
う
質
問
に
「
本
が
好
き
だ

か
ら
」、「
本
に
関
わ
る
仕
事
が

し
た
か
っ
た
」
ま
た
、
仕
事
を

や
っ
て
み
て
の
感
想
と
い
う
質

問
に
「
と
て
も
面
白
い
」
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

利
根
消
防
署
で
は
、
消
防
士

を
目
指
し
て
消
防
士
に
な
ら
れ

た
署
員
の
方
の
話
に
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

東
文
間
保
育
園
で
は
、
園
児

た
ち
が
ち
ょ
う
ど
お
昼
寝
の
時

間
帯
で
、
園
児
た
ち
と
遊
ん
だ

り
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

次
の
日
開
催
の「
お
楽
し
み
会
」

の
部
屋
を
、
園
児
を
喜
ば
せ
よ

う
と
、
飾
り
付
け
を
一
生
懸
命

作
っ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
の

仕
事
を
選
ん
だ
の
か
と
い
う
質

問
に「
子
ど
も
が
好
き
だ
か
ら
」

ま
た
、
仕
事
を
や
っ
て
み
て
の

感
想
は
と
い
う
質
問
に
「
子
ど

も
と
遊
ぶ
の
が
楽
し
い
」、「
笑

顔
を
見
る
の
が
楽
し
い
」
な
ど

の
感
想
が
聞
け
ま
し
た
。

　

今
回
、
広
報
紙
作
り
を
体
験

し
て
、
初
め
て
自
分
で
取
材
に

行
き
ま
し
た
。
最
初
は
と
て
も

緊
張
し
て
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
職
場
の
方
に
、
広
報

と
し
て
ど
ん
な
こ
と
を
伝
え
た

い
の
か
想
像
し
な
が
ら
、
質
問

や
写
真
を
撮
る
こ
と
が
大
切
だ

と
教
わ
り
ま
し
た
。

　

人
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
、
と
て
も
楽
し
く
職
場

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。�

梅
田　

明
香
里

　

今
回
、
広
報
紙
作
り
を
や
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
報

紙
作
り
は
、
２
カ
月
前
か
ら
掲

載
す
る
情
報
を
集
め
て
編
集
作

業
を
行
う
な
ど
、
と
て
も
大
変

な
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
特
に
、
取
材
は
緊

張
し
て
し
ま
い
、
上
手
に
質
問

を
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
時
間
を
か
け
て
一
つ

の
も
の
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を

学
び
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。�

磯
山　

の
の
か

　

１
月
21
日（
木
）、『
平
成
27

年
度
茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間

コ
ン
ク
ー
ル
』
知
事
賞
入
賞
者

の
表
彰
式
が
茨
城
県
庁
講
堂
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
44
市
町
村
か
ら
応
募
さ

れ
た
総
数
５
万
６
２
３
５
点
も

の
作
品
の
中
か
ら
入
賞
60
点
が

選
ば
れ
、
本
町
で
も
「
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
部
門
」
で
布
川
小
学

校
２
年　

志し

村む
ら

実み

桜お

さ
ん
の
作

品
が
み
ご
と
「
知
事
賞
入
選
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
茨
城
県

下
水
道
促
進
週
間
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の

決
定

△

知
事
賞
入
選
を
受
賞
さ
れ
た
志
村

　
さ
ん
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
℡
（
68
）
８
２
９
１

予
防
接
種
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

日
本
脳
炎
～
特
例
接
種
～

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

認
知
症
予
防
教
室

「
生
き
生
き
音
楽
く
ら
ぶ

教
室
」
の
お
知
ら
せ

利
根
町
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
が

み
そ
汁
の
塩
分
を

調
査
し
ま
し
た

第
51
回

も
の
忘
れ

予
防
講
座
の
お
知
ら
せ

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
が
、
済

ん
で
い
な
い
年
齢
の
方
は
今
年

度
接
種
を
お
勧
め
い
た
し
ま

す
。

▽
対
象
者　

18
歳
に
な
る
方

（
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平

成
10
年
４
月
１
日
生
れ
）

→
４
回
目
（
２
期
）
ま
で
の

接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

※
対
象
者
へ
は
、
７
月
に
個
別

通
知
し
ま
し
た
。

▽
接
種
方
法

　

医
療
機
関
で
個
別
接
種

　

献
血
は
、
健
康
な
人
だ
け
が

で
き
る
大
き
な
助
け
合
い
で
す
。

　

今
回
は
、全
血
献
血（
２
０
０

㎖
・
４
０
０
㎖
）
で
す
。

　

２
０
０
㎖
献
血
は
16
歳
か
ら

69
歳
、
４
０
０
㎖
献
血
は
18
歳

か
ら
69
歳
ま
で
の
方
で
す
。

（
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
歳
か

ら
64
歳
ま
で
に
献
血
経
験
が
あ

る
方
）

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
29
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
３
時
半

●
場　

所　

役
場
玄
関
前

●
持
ち
物　

献
血
カ
ー
ド

※
初
め
て
の
方
は
、
免
許
証
・

健
康
保
険
証
等
身
分
証
明
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
食
事
を
摂
ら
れ
て
い

な
い
方
や
、
睡
眠
不
足
な
ど
体

調
不
良
の
方
は
、
献
血
は
で
き

ま
せ
ん
。
体
調
を
整
え
て
か
ら

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
接
種
時
は
、
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。

②
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③
予
診
票
は
、
利
根
町
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー　

健
康
増
進
係

で
交
付
し
ま
す
。

町内の医療機関
医療機関名 電話番号

鈴木内科医院 68 － 3100
利根町国保診療所 68 － 2231
もえぎ野台よつば診療所 85 － 5581
※町外医療機関でも接種ができます。
希望する方は、利根町保健福祉センター
までお問い合わせください。

　

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
認
知
症
予
防
と
し
て
、

音
楽
療
法
士
に
よ
る
教
室
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
呼
吸
や
発
声
練

習
や
懐
か
し
い
歌
を
歌
っ
た
り

し
ま
す
。
楽
し
く
認
知
症
予
防

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

午
後
１
時
～
２
時

（
４
月
か
ら
日
時
変
更
予
定
）

▽
料
金　

１
回　

１
０
０
円

▽
講
師　

音
楽
療
法
士

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
病
気
で
す
。〝
予
防
〟
へ

の
関
心
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー

体
操
」
の
生
み
の
親
で
あ
る
筑

波
大
学
征
矢
英
昭
教
授
を
お
迎

え
し
ま
す
。「
脳
と
運
動
」
を

研
究
さ
れ
て
い
る
先
生
か
ら
お

話
を
伺
い
、
も
の
忘
れ
予
防
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
も
う
一

つ
の
講
話
も
関
心
度
が
高
い

「
お
口
の
健
康
」
に
つ
い
て
の

内
容
で
す
。
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
23
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
前
９
時
40
分
～
受
け
付
け

▽
会
場　

利
根
町
公
民
館

　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

①
「
食
べ
る
仕
組
み
と
咀そ

嚼し
ゃ
く

の

大
切
さ
、
お
口
の
健
康
の
重

要
性
」

講
師　

歯
科
衛
生
士

　

藤ふ
じ

田た

智と
も

子こ

氏

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た

め
に
、
健
康
日
本
21
で
は
《
減

塩
》
と
《
野
菜
摂
取
量
の
増
加
》

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
利

根
町
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
は
『
世
代

を
超
え
て
つ
な
が
っ
て
、
地
域

の
み
ん
な
で
健
康
に
な
ろ
う
』

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
町
内
の
ご

家
庭
を
一
軒
一
軒
訪
問
し
、
み

そ
汁
の
塩
分
濃
度
計
測
と
野
菜

の
摂
取
状
況
を
調
査
し
ま
し

た
。

△教室の様子

△征矢教授

②
「
フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
で
認

知
症
予
防
」

　

講
師　

筑
波
大
学
大
学
院　

　

体
育
系　

征そ

矢や

英ひ
で

昭あ
き

教
授

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
き
が
い
支
援
係

℡
68

－

８
２
９
１

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
き
が
い
支
援
係

℡
68

－

８
２
９
１
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正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
）

℡
０
１
２
０

－

２
３
６

－

５

５
６

●
竜
ヶ
崎
保
健
所

　

℡
０
２
９
７

－

６
２

－

２
３
６
７

●
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
68

－

８
２
９
１

心
と
体
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う

□
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な

　

い
□
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
こ

　

と
が
楽
し
め
な
く
な
っ
た

□
以
前
は
楽
に
で
き
た
こ
と
が

　

今
で
は
お
っ
く
う

□
自
分
は
役
に
立
つ
人
間
だ
と

　

思
え
な
い

□
訳
も
な
い
の
に
疲
れ
た
よ
う

　

に
感
じ
る

□
眠
れ
な
い
・
目
が
覚
め
る
な

　

ど
の
睡
眠
障
害
が
あ
る

□
食
欲
が
な
く
な
る
、
胃
腸
の

　

調
子
が
よ
く
な
い

　

２
項
目
以
上
が
２
週
間
以
上

ほ
と
ん
ど
毎
日
続
い
て
い
た

ら
、
そ
れ
は
「
う
つ
」
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
か
か
り
つ
け
医
や

精
神
科
の
受
診
、
心
の
相
談
が

必
要
で
す
。

　

町
で
も
、
自
殺
予
防
啓
発
記

事
や
各
種
が
ん
検
診
・
乳
幼
児

健
診
の
日
程
、
介
護
予
防
教
室

な
ど
掲
載
の 

「
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
３
月

下
旬
に
全
戸
配
布
し
ま
す
。

19

健 診 ・ 相 談 な ど

名　　称 日　　程 受　付　時　間 予　約　方　法 場所・予約先

各

種

相

談

日

育児相談 ４月５日（火） 午前10時～11時
全乳幼児対象。各相談は当日の受付順
ワイワイサロン同時開催
歯科相談　午前10時～

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ヘルシー相談
３月15日（火）
４月 ７日（木）

午前9時～11時30分のう
ちの予約した時間

血圧測定　管理栄養士・保健師による
相談　前日までに予約

口腔相談 ３月16日（水）
午前10時～午後2時30分
のうちの予約した時間

歯科衛生士による口腔機能相談
前日までに予約

もの忘れ相談 ３月22日（火）
午後1時～3時30分のうち
の予約した時間

もの忘れの気になる方等の相談
前日までに予約

精神保健相談 ４月12日（火）
午後1時30分～3時のうち
の予約した時間

専門職による相談
１週間前までに予約　

名　　称 内　　容 日　　程 受 付 時 間 場所・問い合わせ先

ワイワイサロン 乳幼児親子の遊び場 ４月５日（火） 午前10時～11時 利根町保健福祉センター

サロン・ド・
いちょう

こころの健康づくり・居
場所
（利根ハーモニカアンサン
ブル演奏会があります）

３月17日（木）
午後1時30分～
3時30分

場所：利根町保健福祉センター
問い合わせ先：利根いちょうの会
市村　℡68-4035（初めて参加する方は

ご連絡ください）

※
調
査
機
関
：
平
成
27
年
10
月

～
12
月

※
野
菜
料
理
は
70
ｇ
を
1
皿
と

し
て
調
査

　

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
県
で
は
「
つ
な
が
る

〝
わ
〟・
さ
さ
え
る
〝
わ
〟
茨
城

い
の
ち
の
絆
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
周
囲

と
の
絆
を
回
復
す
る
こ
と
が
自

殺
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
心

に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
が
い

た
ら
、
声
を
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
保
健
福
祉
部
障
害
福

祉
課　

℡
０
２
９

－
３
０
１

－

３
３
６
８

　

つ
ら
い
時
、
苦
し
い
時
は
一

人
で
抱
え
ず
、
悩
み
を
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

●
茨
城
い
の
ち
の
電
話

つ
く
ば
（
24
時
間
）
℡
０
２

９
－

８
５
５

－

１
０
０
０

水
戸
（
午
後
１
時
～
８
時
）

℡
０
２
９

－

３
５
０

－

１
０

０
０

℡
０
１
２
０

－

７
３
８

－

５

５
６
（
毎
月
10
日　

午
前
８

時
～
翌
日
午
前
８
時
）

●
い
ば
ら
き
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト

　

ラ
イ
ン

平
日
（
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
）
℡

０
２
９

－

２
４
４

－

０
５
５

６土
・
日
曜
日
（
午
前
９
時
～

３
月
は

自
殺
防
止
月
間
で
す
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い
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▽
練
習
日
：
毎
週
金
曜
日　

午

後
１
時
30
分
～
４
時
（
土
・
日

曜
日
に
随
時
追
加
練
習
あ
り
）

▽
場
所
：
利
根
町
公
民
館　

１

階
講
座
室
▽
会
費
：
３
０
０
０

円
／
月
（
高
校
生
・
大
学
生
無

料
）

問
越
野
☎
68

－

７
０
０
２　

佐

藤
☎
68

－

８
３
０
７

歌
謡
コ
ー
ラ
ス
バ
ン
ド 

メ
ン
バ
ー
を
募
集

　

男
性
・
女
性
一
緒
に
音
楽
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
い
つ
で
も

見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ

さ
い
。

☆
管
楽
器
・
弦
楽
器
・
鍵
盤
楽

器
・
打
楽
器
な
ど

▽
練
習
日
：
毎
週
日
曜
日　

午

後
１
時
～
５
時
▽
場
所
：
利
根

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

２
階

音
楽
室

問
斉
藤
☎
68

－

３
６
８
２

ト
ー
ン
ク
ラ
・
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

　

平
成
11
年
設
立
、
公
民
館
講

座
の
修
了
者
を
中
心
と
し
た
ピ

ア
ノ
愛
好
者
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

会
員
は
現
在
男
性
９
名
、
女

性
19
名
が
そ
れ
ぞ
れ
レ
ッ
ス
ン

に
励
み
、
年
２
回
、
夏
と
秋
に

20

１
時
～
３
時
▽
会
場
：
龍
ケ
崎

市
市
街
地
活
力
セ
ン
タ
ー
「
ま

い
ん
」
２
階
▽
相
談
内
容
：
相

続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
入
国

管
理
各
種
許
可
申
請
手
続
ほ
か

▽
相
談
員
：
行
政
書
士
数
名

問
佐
川
☎
０
２
９
７

－

６
６

－

２
２
４
３

茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
３
月
15
日（
火
）
午

後
２
時
～
４
時
、
４
月
６
日

（
水
）
午
後
３
時
～
５
時
▽
場

所
：
茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所　

１
階
相
談
室
（
龍
ケ
崎
市
２
９

８
３

－

１
）
▽
対
象
者
：
精
神

症
状
の
あ
る
患
者
の
家
族
、
本

人
▽
そ
の
他
：
予
約
制
▽
相
談

員
：
医
師
お
よ
び
保
健
師

申
・
問
茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所

保
健
指
導
課
☎
０
２
９
７

－

６

２
－

２
３
６
７

『
介
護
者
の
つ
ど
い
』

の
ご
案
内

　
『
介
護
者
の
つ
ど
い
』
は
、

介
護
者
同
士
が
集
ま
り
、
毎
月

第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
座
談
会
や
食
事
会
等
を
通

し
て
情
報
交
換
を
行
い
、
お
互

い
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
根
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
共
催
で
、
日
帰
り
旅
行

は
10
分
以
内
で
、
演
奏
時
は
、

マ
イ
ク
や
Ｃ
Ｄ
の
使
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

＊
ピ
ア
ノ
以
外
の
楽
器
は
、
各

自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
締
め
切
り
日
：
４
月
23

日（
土
）
▽
そ
の
他
：
①
応
募

多
数
の
場
合
は
、
分
野
別
に
主

催
者
側
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
②
参
加
者
全
員
を
対

象
に
説
明
会
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
③
演
奏
の
順
番
は
、
主
催

者
側
が
決
定
し
ま
す
。

申
・
問
所
定
の
申
し
込
み
用
紙

に
記
入
の
上
、生
涯
学
習
課（
利

根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
68

－

３
２
６
３

※
申
込
用
紙
は
、
生
涯
学
習
課

窓
口
（
利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
利
根
町
公
民
館
）
ま
た

は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http

：//w
w

w
.tow

n.tone.
ibaraki.jp/

）
か
ら
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
根
混
声
合
唱
団

団
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
か
ら

合
唱
曲
、
そ
し
て
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル

デ
ィ
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
ま

で
利
根
町
の
定
期
演
奏
会
に
向

け
、
幅
広
く
楽
し
く
歌
っ
て
い

ま
す
。
合
唱
未
経
験
の
方
も
お

気
軽
に
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ

や
新
年
会
な
ど
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
企
画
も
あ
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

開
催
日
、
場
所
、
内
容
な
ど

毎
月
の
予
定
は
「
広
報
と
ね
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
時
：
３
月
16
日（
水
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▽
場

所
：
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
：
懇
談
会
▽
申
し

込
み
：
不
要
▽
参
加
費
：
無
料

問
役
場
福
祉
課　

介
護
予
防
係

☎
68

－

２
２
１
１
（
内
線
３
４

８
）第

18
回
音
の
ま
ち
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集
！

　

利
根
町
生
涯
学
習
推
進
本
部

で
は
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

的
に
「
音
の
ま
ち
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
出
演
者
を

次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま

す
。奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
：
６
月
４
日（
土
）

開
場　

午
後
１
時　

開
演　

午

後
１
時
30
分
～
▽
場
所
：
役
場

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
▽
出
演
対

象
：
利
根
町
在
住
・
在
勤
の
方

▽
参
加
費
：
無
料
▽
演
奏
内
容
：

声
楽
・
器
楽
（
バ
ン
ド
・
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
は
除
く
）
演
奏
時
間

無
料
法
律
相
談

の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
４
月
４
日（
月
）午
前

９
時
～
午
後
１
時
▽
相
談
内
容
：

借
金
問
題
、
離
婚
、
相
続
・
贈

与
の
問
題
、
土
地（
借
地
）・
建

物
の
ト
ラ
ブ
ル
、
境
界
争
い
、

夫
婦
・
親
子
な
ど
家
庭
内
の
問

題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、

セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
問
題
、
交

通
事
故
な
ど
で
お
困
り
の
方
の

相
談
▽
相
談
受
付
件
数
：
12
件

ま
で（
一
人
20
分
程
度
）▽
相
談

員
：
町
で
委
託
の
弁
護
士
▽
申

し
込
み
方
法
：
相
談
日
前
日
ま

で
の
電
話
予
約
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
当
日
空
き
が
あ
る
場
合

は
、
当
日
で
も
受
け
付
け
い
た

し
ま
す
。

問
役
場
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
68

－

２
２
１
１（
内
線
３
３
３
）

行
政
書
士

無
料
相
談
会

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
４
月
10
日（
日
）午
後

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
各
項
目

は
、
次
の
よ
う
に
省
略
し
て

い
ま
す
。　
…
申
し
込
み
先
、

　 

…
問
い
合
わ
せ
先

問

申
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テ
ィ
ン
グ
（
役
場
１
階
入
り
口

の
ガ
ラ
ス
面
に
自
由
に
描
け

る
）
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

▽
会
期
：
３
月
27
日（
日
）
～

４
月
３
日（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
５
時
（
初
日
は
、
午
後
１

時
か
ら
。
最
終
日
の
４
月
３
日

は
、
午
後
３
時
ま
で
で
す
）

▽
会
場
：
役
場
１
階
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
・
多
目
的
ホ
ー
ル
▽
入

場
料
：
無
料

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

３
月
27
日（
日
）
午
後
１
時
30

分
～

利
根
中
学
校
吹
奏
学
部
に
よ
る

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
を
開
催

喫
茶
コ
ー
ナ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
さ
ひ
に
よ
る
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
を
役
場
５
階
で
開

催　

３
月
28
日（
月
）
～
４
月

１
日（
金
）

問
利
根
町
「
町
民
絵
画
展
」
事

務
局　

宮
坂
☎
68

－

６
５
２
５

第
３
回
利
根
町
「
民
謡
・
民

舞
の
祭
典
」
開
催
案
内

　

民
謡
・
民
舞
の
普
及
と
利
根

町
の
発
掘
民
謡
の
紹
介
を
目
的

に
、
民
謡
・
民
舞
11
団
体
と
大

勢
の
子
ど
も
た
ち
が
出
演
し
ま

す
。
民
謡
・
民
舞
の
先
生
方
の

ゲ
ス
ト
出
演
も
あ
り
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
３
月
26
日（
土
）　

午
前
10
時
開
演
▽
会
場
：
利
根

問
役
場
議
会
事
務
局
☎
68

－

２
２
１
１
（
内
線
３
５
１
・
３

５
９
）

第
三
回

歌
謡
コ
ー
ラ
ス
バ
ン
ド

春
ラ
イ
ブ
＆
地
域
ふ
れ
あ
い

カ
ラ
オ
ケ
会
の
お
知
ら
せ

　

カ
ラ
オ
ケ
出
演
者
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
３
月
27
日（
日
）
午

後
１
時
～
４
時
▽
場
所
：
利
根

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

一
階

多
目
的
室
（
利
根
町
中
谷
９
６

７
）
▽
カ
ラ
オ
ケ
出
演
：
先
着

順
25
名
（
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）
▽
入
場
料
：
無
料

▽
そ
の
他
：
カ
ラ
オ
ケ
出
演
の

方
は
、
参
加
費
２
０
０
円
（
当

日
徴
収
）

　

ま
た
、
当
日
は
Ｃ
Ｄ
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

問
歌
謡
コ
ー
ラ
ス
バ
ン
ド　

斉

藤
☎
68

－

３
６
８
２

第
５
回
利
根
町
さ
く
ら
ま
つ

り
の
開
催
に
つ
い
て

▽
日
時
：
４
月
２
日（
土
）・

３
日（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

３
時
▽
場
所
：
利
根
町
役
場
▽

内
容
：
①
飲
食
店
組
合
、
農
業

協
同
組
合
ほ
か
に
よ
る
出
店
②

発
表
会
を
設
け
て
活
動
中
。
今

回
は
男
性
会
員
の
募
集
で
す
。

ピ
ア
ノ
に
興
味
を
お
持
ち
の

方
、
ど
う
ぞ
一
度
見
学
に
来
て

く
だ
さ
い
。
ピ
ア
ノ
に
初
め
て

触
る
方
こ
そ
大
歓
迎
で
す
。

▽
練
習
日
：
第
１
・
３
土
曜
日
、

午
後
７
時
～
９
時
▽
場
所
：
利

根
町
公
民
館　

講
座
室
▽
会

費
：
３
０
０
０
円
／
月

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
桑
名
☎
68

－

８
７
４
２

第
５
回　

議
会
報
告
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

町
議
会
で
は
町
民
の
皆
さ
ま

に
、
よ
り
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ

る
議
会
を
目
指
し
、
町
議
会
の

活
動
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る

「
議
会
報
告
会
」
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

▽
日
時
・
場
所
：
４
月
16
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

文
間
地
区
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

役
場　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
２
施
設
で
の
開
催
と
な
り
ま

す
（
同
じ
内
容
で
す
）
▽
内
容
：

平
成
27
年
度
議
会
定
例
会
・
臨

時
会
議
案
の
審
議
経
過
・
結
果

報
告
な
ど

手
作
り
作
品
の
青
空
マ
ー
ケ
ッ

ト
③
灯
籠
の
夕
べ
④
踊
り
と
音

楽
の
調
べ
⑤
野
だ
て
⑥
夜
桜
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ（
４
月
１
日（
金
）・

２
日（
土
）　

午
後
９
時
ま
で
）

⑦
さ
く
ら
ウ
オ
ー
ク
（
３
日
、

午
前
９
時
役
場
集
合
、
雨
天
決

行
、
参
加
費
１
０
０
円
）

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

問
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員
会

大
野
☎
０
９
０

－

６
４
７
４

－
３
１
５
３

さ
く
ら
ウ
オ
ー
ク　

田
仲
☎
０

９
０

－

２
２
５
４

－

４
９
０
８

第
４
回
利
根
町
「
町
民
絵
画

展
」
の
開
催
の
お
知
ら
せ

　

第
４
回
利
根
町
「
町
民
絵
画

展
」
を
３
月
27
日（
日
）
～
４

月
３
日（
日
）
の
８
日
間
、
役

場
１
階
に
お
い
て
開
催
い
た
し

ま
す
。　

　

大
人
に
加
え
、将
来
あ
る
小
・

中
・
高
校
生
の
作
品
が
一
堂
に

会
し
た
利
根
町
ら
し
き
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
展
示
会
で
す
。
作
品

は
、
日
本
画
、
油
彩
、
ア
ク
リ

ル
、
水
彩
、
パ
ス
テ
ル
、
色
鉛

筆
、
水
墨
、
植
物
画
、
ち
ぎ
り

絵
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
ま

た
、
会
場
で
は
老
若
男
女
ど
な

た
で
も
参
加
し
、
芸
術
・
文
化

に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ス
カ
イ
ペ
イ
ン

21

募集情報お知らせ！

町
公
民
館
▽
入
場
料
：
無
料
▽

主
催
：
利
根
町
「
民
謡
・
民
舞

の
祭
典
」
実
行
委
員
会

問
事
務
局　

若
松
☎
68

－

５
５

２
１航

空
科
学
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
案
内

や
さ
し
い
航
空
の
は
な
し

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
お
は
な
し
」

　

航
空
機
の
運
航
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、

飛
行
機
を
操
縦
し
て
い
る
方
の

講
習
会
で
す
。
業
務
内
容
や
体

験
談
な
ど
、
あ
ま
り
聞
く
こ
と

の
で
き
な
い
生
の
声
な
の
で
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
を
目
指
し
て
い
る

方
は
特
に
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

▽
日
時
：
３
月
20
日（
日
）
▽

場
所
：
航
空
科
学
博
物
館
１
階

多
目
的
室
▽
費
用
：
入
館
料
の

み問
航
空
科
学
博
物
館
（
千
葉
県

山
武
郡
芝
山
町
岩
山
１
１
１

－

３
）
☎
０
４
７
９

－

７
８

－

０

５
５
７
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問
利
根
町
図
書
館
☎
68

－

８
８

６
８ 利

根
町
図
書
館

映
画
会
の
お
知
ら
せ

春
休
み
こ
ど
も
映
画
会

「
６
才
の
ボ
ク
が
大
人
に
な
る

ま
で
」

　
（
２
０
１
４
年
ア
メ
リ
カ
）

主
演
エ
ラ
ー
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン

　

４
人
の
俳
優
が
12
年
間
家
族

を
演
じ
た
。
そ
の
歳
月
か
ら
生

ま
れ
た
、
感
動
の
物
語

▽
日
時
：
３
月
26
日（
土
） 
午

後
１
時
～
▽
場
所
：
利
根
町
図

書
館　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
▽

入
場
料
：
無
料

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

◆
筑
波
大
学
・
征
矢
先
生
来
る

　

例
年
こ
の
時
期
に
は
、
地
区

運
動
集
会
の
３
会
場
の
参
加
者

が
合
同
で
集
う
交
流
会
が
開
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
３

月
23
日（
水
）、午
前
10
時
か
ら

利
根
町
公
民
館
で
第
51
回
「
も

の
忘
れ
予
防
講
座
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
講
師
に
フ
リ
フ
リ

グ
ッ
パ
ー
体
操
考
案
者
の
征そ

矢や

英ひ
で

昭あ
き

先
生（
筑
波
大
学
教
授
）を

お
招
き
し
て
、
フ
リ
フ
リ
グ
ッ

パ
ー
が
、
な
ぜ
「
も
の
忘
れ
予

防
」
に
効
果
が
あ
る
の
か
に
つ

い
て
、
や
さ
し
く
教
え
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

征
矢
先
生
と
い
え
ば
、
昨
年

の
テ
レ
ビ
東
京
の
番
組
に
出
演

し
て
、
フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
を

紹
介
し
広
め
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
ら
た
め

て
先
生
の
楽
し
い
お
話
を
ぜ
ひ

直
接
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
フ
リ

フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操
の
基
礎
を

理
解
し
、
認
知
症
の
予
防
に
関

し
て
、
日
常
生
活
に
軽
い
運
動

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
い
か
に

大
切
か
、
わ
か
り
や
す
い
先
生

の
説
明
を
伺
え
ば
、
き
っ
と
元

気
が
出
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

＊＊フリフリ地区運動集会予定＊＊

場　　　所 日　　程 開　　催　　日
（３月 15日～４月 30日までの予定） 時　　間

利 根 町 公 民 館 第１、３木曜日 ３月17日（木）、４月 ７ 日（木）・21日（木） 午前 10 時～11 時
＊参加無料
＊飲み物、
　室内履き持参

利根町民すこやか交流センター 第１、３火曜日 ３月15日（火）、４月 ５ 日（火）・19日（火）

利根町生涯学習センター 第２、４水曜日 ４月13日（水）、４月 27日（水）

【講師】筑波大学　諏訪部先生・越
お

智
ち

先生ほか　＊福祉バス・利根町ふれ愛タクシーをご利用ください。
【問い合わせ先】利根町保健福祉センター　℡６８－８２９１

フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操

『
地
区
運
動
集
会
』

主
催
：
利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

４月

休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

５月

　

１
月
10
日（
日
）
の
成
人
式

典
に
対
し
、
匿
名
の
方
か
ら
２

件
の
寄
付
金
が
郵
送
さ
れ
ま
し

た
。
未
来
を
担
う
成
人
者
の
門

出
に
暖
か
い
ご
支
援
と
し
て
、

お
志
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

あ
ら
た
め
て
心
よ
り
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

生
涯
学
習
課　

公
民
館　

成
人

式
係
☎
68

－

７
８
８
１

　

平
成
28
年
４
月
よ
り
、
地
域

の
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
「
子

育
て
支
援
課
」を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
利
根
町
の
魅
力
を
町

内
外
的
に
発
信
す
る
な
ど
、
さ

ら
な
る
移
住
・
定
住
の
促
進
に

取
り
組
む
た
め
、
企
画
財
政
課

に
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

係
」
を
新
設
い
た
し
ま
す
。

成
人
式
典
へ
の
寄
付
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

利
根
町
行
政
組
織
変
更
の

お
知
ら
せ

４月２日から４月８日は
「発達障害啓発週間」です

知って
いますか？

①自転車は、車道が原則、歩道は例外
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で、自転車は
　車道寄りを徐行
④安全ルールを守る
⑤子どもはヘルメットを着用

自転車安全利用五則

　毎年４月２日は国連で定めた「世界自閉症
啓発デー」です。日本では、４月２日から１
週間を「発達障害啓発週間」と定め、自閉症
やアスペルガー症候群を始めとした発達障害
について理解を深める活動が行われています。

募集情報お知らせ！
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男女共同参画ってなあに？　パート�

　子育てしながら働くお母さんって、自分の時間が持てずに大変ですよね！子どもを持っての職
場復帰は、仕事も生活もいっぱいいっぱいで、1 日をこなすのが精一杯。充実した生活とはほど遠
く「何のために働いているんだろうか」と疑問を持つお母さんも多いと思います。
　人に平等に与えられている時間。お金の節約術があるように、時間の節約術を上手に活用して
頑張っているお母さんの例を紹介します。

時間節約で充実の朝時間を！
子育てをしながら仕事をしているママの１日はこんなに大変
保育園の送り→仕事→保育園の迎え→夕食の準備・洗濯物取り込み・子どもと少し遊ぶ→夕食→
お風呂→寝かしつけ（一緒に寝てしまう）→夜中に目覚めて夕食の片づけ・明日の準備→起床後
朝食・出勤準備…
　時間に追われ、目の回るような１日がやっと終わったかと思うと、また次の１日の始まり。充
実感がない上に、疲労感ばかり重く体にのしかかりくじけそうな毎日です。

朝時間の活用
　時間の使い方を見直して、帰宅後は家事をテキパキこなし、午後９時ごろには子どもと一緒に
寝て、午前４時に起きる朝時間生活にチェンジ。夜に家事を頑張ること
で、朝はゆっくりと自分の時間が持てるようになったそうです。
　また、早寝早起きすることで、朝１～２時間の自分時間を捻出したこ
とに加え、生活のリズムが安定し、体調も良くなったそうです。心にも
余裕が生まれ、子どもとのかかわり方や、仕事への取り組み方が変わっ
てきたともおっしゃっていました。
　１日２４時間、どう過ごすかによって充実度が大きく違います。時間
を上手に使って自分らしいワーク・ライフ・バランスを実現できるとい
いですね！

生活時間を見直して、ワーク・ライフ・バランスを実現しましょう

　

今
回
は
、
誤ご

嚥え
ん

予
防
や
嚥え

ん

下げ

強
化
に
つ
な
が
る
嚥
下

体
操
の
中
の
“
発
声
練
習
”
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
効
果
】

　

大
き
な
声
を
出
す
こ
と
に
よ
り
肺
活
量
を
増
や
し
、

嚥
下
に
必
要
な
筋
肉
も
鍛
え
、
誤
嚥
を
予
防
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

【
手
順
】

①
唇
を
一
度
し
っ
か
り
閉
じ
、
勢
い
よ
く
口
を
開
く
と

同
時
に
『
ぱ
』
と
発
声
し
ま
す
。

②
舌
先
を
上
顎
に
し
っ
か
り
く
っ
つ
け
、
離
す
と
同
時

に
『
た
』
と
発
声
し
ま
す
。

③
最
後
は
、
舌
を
口
の
奥
の
方
で
持
ち
上
げ
、
の
ど
の

奥
の
方
か
ら
空
気
を
押
し
出
す
よ
う
に
『
か
』
と
発

声
し
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　
『
ぱ
』
は
唇
『
た
』
は
舌
、『
か
』
は
の
ど
の
奥
の
方

を
使
い
ま
す
。
つ
ま
り
食
べ
物
を
食
べ
て
飲
み
込
ん
で

い
く
時
に
必
要
な
所
を
鍛
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　

口
を
し
っ
か
り
開
け
、
で
き
る
だ
け
大
き
な
声
で

『
ぱ
』、『
た
』、『
か
』
と
一
語
ず
つ
は
っ
き
り
と
発
音

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ス
ピ
ー
ド
を
変
え
た
り
し
て
変
化

を
付
け
て
行
う
の
も
効
果
的
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

い
き
が
い
支
援
係

　

℡
68

－

８
２
９
１

介
護
予
防

『
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
教
室
』
の
紹
介
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健
康
教
室
取
手
市
医
師
会

℡
０
２
９
７
（
78
）６
１
１
１

　

女
性
は
平
均
的
に
50
歳

ほ
ど
で
閉
経
を
向
か
え
ま

す
。
こ
の
年
齢
は
昔
か
ら

ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
平
均
寿
命
は
年

々
伸
び
て
お
り
２
０
１
３

年
の
報
告
で
女
性
は
86
・

61
歳
、
男
性
も
80
・
21
歳

と
世
界
的
に
も
長
寿
の
国

で
す
。
こ
の
う
ち
健
康
で

暮
ら
せ
る
期
間
（
介
助
な

し
で
自
立
し
て
暮
ら
せ

る
）
を
健
康
寿
命
と
い
い

ま
す
が
、
男
性
が
71
・
19

歳
、
女
性
が
74
・
21
歳
で

す
か
ら
、
男
性
で
９
・
02

年
、
女
性
は
12
・
40
年
を

不
自
由
な
生
活
の
晩
年
を

過
ご
さ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
期
間
を
少
し

で
も
短
く
し
、
い
つ
ま
で

も
健
康
で
い
ら
れ
る
た
め

に
は
、
こ
の
期
間
に
よ
く

見
ら
れ
る
疾
患
を
早
期
に

見
つ
け
、
適
切
な
治
療
や

習
慣
の
管
理
を
早
め
に
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
要

介
護
に
な
る
原
因
は
、
女

性
で
は
男
性
に
比
べ
脳
卒

中
が
少
な
く
、
骨
折
・
転

倒
や
関
節
疾
患
が
多
い
の

が
特
徴
で
す
。

閉
経
後
女
性
の
健
康
と
寿
命

　

ま
ず
は
、
閉
経
後
は
女
性
ホ

ル
モ
ン
で
守
ら
れ
て
い
た
状
態

が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ま
で
男
性
よ
り
少
な
か
っ
た
高

血
圧
、
高
脂
血
症
、
高
血
糖
等

の
代
謝
性
疾
患
が
急
速
に
増
え

て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
ひ
い

て
は
動
脈
硬
化
を
招
き
、
脳
卒

中
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
異
常
は
、
血
圧
の
測
定
や

血
液
検
査
で
わ
か
り
ま
す
が
、

動
脈
硬
化
は
頸
動
脈
の
超
音
波

検
査
で
正
確
に
把
握
で
き
る
た

め
、
前
記
疾
患
の
疑
い
の
あ
る

方
は
、
一
度
測
定
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
動
脈
硬
化

の
あ
る
場
合
、
早
期
に
内
科
的

治
療
を
始
め
る
こ
と
に
よ
り
、

悪
化
を
予
防
で
き
ま
す
し
、
動

脈
硬
化
自
体
が
改
善
し
て
い
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

次
に
こ
の
時
期
に
急
激
に
増

え
る
の
が
骨こ

つ

粗そ

鬆し
ょ
う

症し
ょ
う

で
、
こ
れ

に
起
因
す
る
骨
折
は
老
後
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を
大
幅
に
低
下
さ
せ
ま
す
。

特
に
50
㎏
以
下
の
体
重
の
軽
い

人
、
１
日
ビ
ー
ル
に
し
て
３
本

以
上
飲
酒
を
す
る
人
、
た
ば
こ

を
喫
む
人
、
骨
折
の
家
族
歴
の

あ
る
人
は
骨
粗
鬆
症
の
リ
ス
ク

が
高
い
た
め
、
50
歳
代
で
骨
量

の
測
定
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
と
診
断
さ
れ
た
場

合
、
薬
に
よ
る
治
療
や
運
動
療

法
が
有
効
で
す
が
、
薬
は
年
齢

や
重
症
度
に
よ
り
使
用
す
る
薬

も
使
い
分
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
そ
れ
な
り
の
有
害
事

象
も
あ
り
ま
す
の
で
、
専
門
医

と
よ
く
相
談
の
上
使
用
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
運
動
療
法
で

は
よ
く
散
歩
と
い
う
話
を
聞
き

ま
す
が
、
60
歳
以
降
の
方
は
上

半
身
よ
り
も
下
半
身
、
特
に
大

腿
部
の
筋
肉
の
衰
え
が
体
の
衰

え
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
散
歩
は
そ

れ
程
有
効
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

散
歩
と
同
じ
速
さ
で
い
い
の

で
、軽
く
走
る（
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ッ

ギ
ン
グ
）
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
あ
ま
り
早
く
走
る
と
心

臓
に
負
担
が
か
か
る
た
め
、
心

拍
数
１
３
０
回
代
／
分
以
上
に

な
ら
な
い
こ
と
を
心
が
け
、
週

３
回
程
度
行
う
と
効
果
的
で
す
。

こ
れ
は
転
倒
予
防
や
高
血
圧
、

高
血
糖
の
予
防
に
も
有
効
で
、

健
康
寿
命
の
延
長
に
さ
ま
ざ
ま

な
部
分
で
役
立
ち
ま
す
。

　

医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
昔
は

加
齢
で
片
付
け
ら
れ
て
い
た
疾

患
も
予
防
、
改
善
が
か
な
り
可

能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
生
か
す
た
め
に
は
自
ら
の

健
康
維
持
に
対
し
て
積
極
的
に

取
り
組
む
姿
勢
が
何
よ
り
大
切

で
す
。

特定個人情報取扱事務の名称 担　当　課
固定資産税（償却資産）申告受付事務 税　 務　 課
国民健康保険資格取得届出等受付事務 保 険 年 金 課後期高齢者医療資格届出等受付事務
介護保険要介護・要支援認定等事務

福　 祉　 課

戦没者等の遺族に対する特別弔慰金支給事務
児童手当等支給事務
児童扶養手当支給事務
施設型給付費・地域型保育給付費等支給認定申請事務
障害者手帳交付・補装具費支給・自立支援費支給等申請事務
特別児童扶養手当・特別障害者手当申請事務
障害児通所給付費・障害福祉サービス支給事務
生活保護申請事務
妊娠届出に関する事務

利 根 町 保 健
福祉センター

低体重児出生届に関する事務
未熟児養育医療給付に関する事務
予防接種事故対策に関する事務
源泉徴収票等の作成事務 会　 計　 課

＊　特定個人情報とは、12 桁の個人番号（マイナンバー）をその内容に含む個人情報をいいます。
◎問い合わせ先　役場総務課　庶務行政係　℡６８－２２１１（内線５０２）
　※　特定個人情報の取り扱い内容については、各担当課にお問い合わせください。

特定個人情報を取り扱う事務をお知らせします
平成 28 年 1 月から特定個人情報を取り扱う事務は次のものです。
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□
利
根
緑
地
運
動
公
園
ゴ
ル
フ

　

練
習
場
の
ご
案
内

　

利
根
町
商
工
会
で
は
、
利
根

川
河
川
敷
に
あ
る
「
利
根
緑
地

運
動
公
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
」
の

運
営
・
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
ゴ
ル
フ

を
通
じ
て
心
和
む
ひ
と
と
き
を

過
ご
せ
る
集
い
の
場
所
を
提
供

し
、
ま
た
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
日
々

心
が
け
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
利
用
時
間

４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
の

期
間
は
午
前
９
時
～
午
後
３

時
30
分
（
た
だ
し
、
ボ
ー
ル

の
販
売
は
午
後
３
時
ま
で
）

10
月
１
日
～
３
月
31
の
期
間

は
、
午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
た
だ
し
、
ボ
ー
ル
の
販
売

は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

○
休
業
日

・
毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し
、
そ

の
日
が
祝
日
に
あ
た
る
と
き

は
次
の
日
に
振
り
替
え
）

・
天
候
が
悪
い
時
、
年
末
年
始

※
都
合
に
よ
り
営
業
時
間
・
休

日
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
利
用
料
金

・
ミ
ニ
カ
ゴ[

約
30
球]３

１
０
円

・
小
カ
ゴ[

約
60
球]

５
２
０
円

・
大
カ
ゴ[

約
１
２
０
球]

１
０
３
０
円

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
利
根
町

商
工
会
℡
68

－

７
４
１
７
、
ま

た
は
練
習
場
携
帯
０
９
０
―

２
６
２
７

－

７
０
３
２
（
営
業

時
間
中
の
み
）
ま
で

□
「
ひ
ま
わ
り
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ

　

ル
」
の
ご
案
内

　

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
、弁
護
士
の「
課

題
発
見
力
」が
役
に
立
ち
ま
す
。

・
事
業
の
再
生
、
整
理
、
承
継

・
契
約
、
取
引

・
損
害
賠
償

・
売
掛
金
の
保
全
、
回
収

・
従
業
員
ト
ラ
ブ
ル
等

　

全
国
共
通
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０

－

０
０
１

－

２
４
０

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。
お
近

く
の
弁
護
士
会
の
窓
口
に
つ
な

が
り
ま
す
。
初
回
面
談
30
分
無

料
（
受
け
付
け
は
、
平
日
午
前

10
時
～
正
午
／
午
後
１
時
～
４

時
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
弁
護
士
連
合
会　

℡
０

　

３

－

３
５
８
０

－

９
９
８
１

介護予防・日常生活支援総合事業が始まりました（２）
介護予防・日常生活支援総合事業の利用できる方
○平成 28年１月以降に要支援１・２の認定を受けた方
○平成 28年 1月以降に基本チェックリストの結果により事業対象者と判断された方

訪問介護
通所介護を
希望の方は
こちら

①新規でサービスを利用する方で、基本チェックリストの対象に
　ならない方で、要介護、要支援認定が必要と判断された方
②要介護、要支援認定の区分変更・更新をする方で右枠②の対象に
　ならない方
③第 2号被保険者（４０～６４歳）

◎問い合わせ先　役場福祉課　介護予防係　℡６８－２２１１（内線３４８）

要介護認定

①新規でサービスを利用する方で、
　基本チェックリストの結果により
　事業対象者と判断された方
②区分変更・更新時に要支援認定を
　受けていた方で、介護予防訪問介
　護、介護予防通所介護のみを利用
　し、今後も、同じサービスの利用
　を希望する方

要介護１～５ 要支援１～２ 非該当（自立）

ケアプラン作成
（地域包括支援センター）

ケアプラン作成
（居宅介護支援事業者）

介護
サービス
を利用

総合事業の
サービスを
利用

介護サービス、総合
事業のサービスは利
用できませんが、健
康づくり、介護予防
事業のサービスは利
用できます。

介護予防サービスを利用
（福祉用具貸与、通所リハ
ビリテーションなど）

事　業
対象者

非該当
（自立）

基本チェックリスト

利用までの流れ
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「広報とね」は、通常毎月第１金曜日発行です。
発行…利根町役場　編集…役場総務課  秘書広聴係
〒300-1696　茨城県北相馬郡利根町布川841-1

TEL 0297－68－2211　 FAX 0297－68－7990
利根町のホームページ  http://www.town.tone.ibaraki.jp/
モバイル版（i-mode用） http://www.town.tone.ibaraki.jp/mobile.php

利根町民憲章
　わたくしたちは、 大利根の豊かな流れと緑に恵まれた大地を
ふるさととする利根町民です。 
　この郷土と歴史を誇りとし、 人の和と力を集め、いっそう住み
よいまちづくりをめざして、 ここに町民憲章を定めます。 
一、 自然を守り、 水と緑の豊かなまちをつくりましょう。
一、 教養を深め、 伝統ある文化をそだてましょう。
一、 人を愛し、 ふれあいの輪をひろげましょう。 
一、 体をきたえ、 仕事にはげみ、 明るい家庭をきずきましょう。
一、 心を合わせ、 未 来にはばたく若い力をのばしましょう。 

町の木サクラ･町の花カンナ･町の鳥ヨシキリ

編

集

後

記

　

近
ご
ろ
、
お
い
し
い
日
本
酒

を
探
す
こ
と
に
ハ
マ
っ
て
い
ま

す
。
以
前
は
、
お
酒
の
強
い
香

り
が
苦
手
で
、
ど
う
し
て
も
飲

む
こ
と
を
躊た

め
ら躇
っ
て
い
ま
し
た
。

　

先
日
、
友
人
と
居
酒
屋
に
行

く
機
会
が
あ
り
、
一
杯
二
千
円

程
度
す
る
日
本
酒
を
飲
む
贅
沢

を
し
て
み
ま
し
た
。
お
い
し
い

お
酒
を
「
さ
わ
り
な
く
水
の
如

く
飲
め
る
酒
」
と
い
う
表
現
が

あ
る
よ
う
に
、
口
に
し
た
と
き

に
と
て
も
飲
み
や
す
く
感
動
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の

時
期
、
歓
送
迎
会
等
お
酒
の
席

が
多
い
時
期
で
す
。
職
場
や
友

人
と
の
飲
み
会
が
楽
し
み
で
す
。

　
　
（
Ａ
）

広報とねに掲載した写真デー
タがほしい方は、役場総務課
秘書広聴係　℡ 6 8 - 2 2 1 1

（内線507）にご連絡ください。

【３月の納税等】
なし

人 口 と 世 帯 ○総人口
○男　性
○女　性
○世帯数

（住民基本台帳人口）

（   ）内は前月比

16,958(－�16）
 8,351(－� 9）
 8,607(－� 7）
 7,007 (＋� 3）

２月１日現在

皆さまのご意見・ご要望を受け付けます

ご意見・ご要望の概要とその回答は、町民全体の課題として共有していただくため、
役場１階の情報公開コーナーで公開させていただく場合もあります。

町長へのホットライン

電子メール

投書箱 （町内６カ所に設置）
留守番電話・ファックス （℡0297-68-8059）

アドレス（ i n f o @ t o w n . t o n e . l g . j p）

ご意見・ご要望には、 必ず氏名・住所・
電話番号をご記入ください。

利根町役場、 利根町公民館、 文間
地区農村集落センター、 利根東部
農 村 集 落 セ ン タ ー 、  布 川 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 、  利 根 町 生
涯学習センターの各敷地内に設置

問い合わせ先　役場総務課　秘書広聴係 ℡68-2211（内線507）

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
に

係
る
基
礎
支
援
金
の
申
請
期
間

が
１
年
間
延
長
と
な
り
、
平
成

29
年
４
月
10
日
ま
で
と
な
り
ま

し
た
。（
今
ま
で
は
、
平
成
28

年
４
月
10
日
ま
で
）

　

な
お
、
対
象
と
な
る
方
は
、

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
住
宅

の
被
害
判
定
が
「
大
規
模
半

壊
」、
ま
た
は
「
半
壊
」
に
な

ら
れ
た
方
で
、
申
請
期
間
内
に

住
宅
を
取
り
壊
す
方
な
ど
が
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
対
象
と
な
る
方
が
申

請
さ
れ
ま
す
と
、
被
災
者
生
活

再
建
支
援
金
の
基
礎
支
援
金

が
「
大
規
模
半
壊
」
の
方
は
、

50
万
円
が
追
加
支
給
さ
れ
「
半

壊
」
の
方
は
、
１
０
０
万
円
が

新
た
に
支
給
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
半
壊
」
の
方
は
、

こ
の
基
礎
支
援
金
を
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
、
加
算
支
援
金
の

支
給
対
象
者
に
な
り
、
住
宅
の

建
替
え
や
住
宅
購
入
の
場
合

２
０
０
万
円
、
住
宅
賃
貸
の
場

合
50
万
円
が
、
期
間
内
に
申
請

　

春
は
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
で
、

契
約
も
集
中
す
る
た
め
に
ト
ラ

ブ
ル
も
多
く
な
り
ま
す
。

①
見
積
も
り
時
に
大
量
の
ダ
ン

ボ
ー
ル
を
置
い
て
い
か
れ
た

が
、
引
っ
越
し
を
キ
ャ
ン
セ

ル
し
た
ら
送
料
を
負
担
し
て

送
り
返
す
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

②
約
束
の
日
時
に
業
者
が
来

ず
、
事
業
所
に
も
連
絡
が
つ

か
な
か
っ
た
の
で
、
引
っ
越

し
が
延
期
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

③
大
型
家
具
を
運
搬
し
た
と
き

に
新
し
い
家
の
床
や
階
段
に

傷
を
つ
け
ら
れ
た
。

　

引
っ
越
し
約
款
で
は
解
約
手

続
料
は
、
引
っ
越
し
前
日
で
運

す
る
こ
と
に
よ
り
加
算
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。　

　

た
だ
し
、一
人
世
帯
の
方
は
、

75
％
の
支
給
額
と
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
３
３
）

東
日
本
大
震
災
に
係
る

被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
（
基
礎
支
援
金
）
の

申
請
期
間
の
再
延
長
に

つ
い
て

引
っ
越
し

ト
ラ
ブ
ル
に

ご
注
意
！

賃
の
１
割
以
内
、
当
日
で
２
割

以
内
で
す
が
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の

返
送
料
な
ど
の
規
定
は
な
い
の

で
事
前
に
は
受
け
取
ら
無
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

見
積
書
や
引
っ
越
し
約
款

は
、
よ
く
読
ん
で
疑
問
点
は
解

消
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

何
か
損
害
が
生
じ
た
場
合
、

損
害
賠
償
の
責
任
や
そ
の
賠
償

方
法
に
つ
い
て
は
業
者
と
話
し

合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
困
り
の
時
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
相
談
員
が
ご
相
談

を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

▽
相
談
窓
口

　

役
場
経
済
課

　

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
２
４
）

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時

水
曜
日
以
外
は
、
茨
城
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ

℡
０
２
９

－

２
２
５

－

６
４
４

５月
曜
日
～
金
曜
日
、
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

な
お
、
近
隣
市
町
村
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
相
談
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


